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第一章　初めての婚活パーティー












　会社との契約上、私の仕事の定時は午後五時半。

　それを承知のはずなのだが、直属の上司である望月もちづき恭平きょうへいは慌ただしくかつ平然と私に声をかけてきた。

「駒野こまの、さっき遠藤えんどうが出してきた報告のチェック、やっといて」

　現在の時刻は午後五時三十五分。つまり定時から五分経過している。

　彼は通称〝ものぐさ課長〟。三十そこそこに見えるが三十六歳。

　いつも気だるげな顔をしていて、自分の仕事を部下――主に私に押し付けるのが得意だ。

　長身、細身、スーツはスリーピース。顔はいわゆる塩顔タイプ。

　シャキッとしている時はとびきりカッコいいのだけれど、そんな彼を拝める機会は一週間に一度あるかないか。どうやら朝に弱いようで、二日酔いの朝などは髭も剃らずに出社する。

　くせ毛に見せているカーリーヘアはセットを楽にするためにパーマをかけているだけなのでセットしないと鳥の巣のようだし、コンタクトを入れるのを面倒くさがってメガネで来ることもある。

　だらしない時のインパクトがシャキッとしている時のカッコよさをはるかに上回るため、社内ではすっかり残念な方の印象がついてしまった。

　そんな彼の指示に対し、いつもならふたつ返事で「わかりました。やっておきます」と答えるところなのだが。

「すみません。今日はもう帰ります」

　私はそう告げ、愛用のトートバッグを肩にかけた。

「え？」

　望月さんは間抜けに目と口を開く。私に断られるとは思わなかったのだろう。

　私は彼をしっかりと見据え、続ける。

「いい機会なので話しておきたいと思うんですけど、これからしばらく、定時後に望月さんの仕事の代行ができない日が増えると思います」

　そう言った私に、彼は怪訝そうに眉を寄せ尋ねた。

「どうした？」

　私は胸の奥に焦げ付くような鈍い痛みを覚えつつ、努めて平然と告げる。

「私、これから婚活するんで」

　私の宣言に、彼だけでなく聞こえていた周囲までが息を呑んだのがわかった。

　望月さんは眉間のシワを深くする。整った顔が歪んでもったいない。

「……は？　婚活？」

「はい。もういい歳なんで、始めることにしたんです。今日はこれから婚活パーティーなんですよ。じゃあ、お先に失礼します。お疲れさまでした」

　私は彼に軽く頭を下げ、毅然としてオフィスをあとにする。

　彼は細めの目を開いて呆然としていたけれど、颯爽とヒールを鳴らす私に「……お疲れ」と小さく返してきたのは耳に届いた。






　私の名前は駒野杏菜あんな。二十九歳、独身、彼氏なし。

　日本有数の大手電機メーカーとして知られる大東だいとう産業さんぎょう株式会社（通称ＤＴＩ）に入社して七年半。つまり八年目の社員だ。

　所属はビジネスソリューション部ビジネスソリューション４課。長いのでＢＳ４と略されることが多い。

　ビジネスソリューション部とは、一般企業にＩＣＴソリューションを提供する部署である。その中でも私の所属するＢＳ４は、主にＢtoＣの中小企業を担当する。

　私は営業担当として勤務しており、役職は主任だ。クライアントの窓口となって、ＩＣＴ関係の相談に応えている。

　営業らしく、仕事着はいつもオフィスフォーマル。たいていは女性らしいシルエットのトップスに、タイトスカートを合わせている。

　私は身長が一五五センチでちょっぴり低めだから、いつも七～九センチのヒール靴を履く。外出する機会が多いので、クッション性の高いインソールの入った疲れにくいパンプスが必須アイテムだ。

　メイクはもちろんしっかりめ。キャットラインで目力を上げるのが私なりの仕事メイクだ。ただし、ケバくなりすぎてはいけないので、ブラウンを基調にして色味は抑えている。

　長い髪はふわっとしたシニヨンやギブソンタックにアレンジする。二分もあればセットできるのに手をかけているように見える、便利な髪型だ。

　トータルして〝イマドキのデキる女子〟的なルックスを目指しているのだが、見た目だけだと思われないよう仕事も頑張っている。

　最近の成果としては、カフェ・タリカというカフェチェーンを新規顧客として獲得した。会計や在庫の管理システムを開発し、年内には試験運用、春までには本格運用の開始を目指して、忙しくやっている……というところだ。

　恋愛に関しては、一年目に半年ほど社内恋愛をして以来すっかりご無沙汰。忙しいとかモテないとかいろいろあるけれど、最大の要因は六年近くこじらせている片想いだろう。

　なにを隠そう、その相手こそ現ＢＳ４課長の望月恭平だ。

　私は彼に二回告白して、二回とも振られている。

　二十九歳になって婚活を始めたのは、いい加減他の男性に目を向けて、三十路を迎える前に彼への気持ちを断ち切りたかったからである。






　今夜私が参加する婚活パーティーは、銀座の有名シティホテル、スーヴニール東京のバンケットルームで行われる。

　主催は株式会社フロールという婚活パーティー業界では名の知れた会社で、毎日さまざまな層に向けてパーティーを開催している。

　今回申し込んだのは男性三十～四十五歳、女性二十五～三十五歳のパーティー。男性の方がやや年上、という形を希望している壮年男女向けだ。

　この手のパーティーに参加するのは今日が初めてなので、私は柄にもなく緊張している。

　軽くメイク直しをしたくらいで髪型も服装も仕事のままなのだが、もっと男ウケのいい服を着るべきだったかもしれないと今さら思った。

　入り口にはスタッフと思われる男女がふたり。四十代くらいと見受ける品のいい女性と、私と同年代と見られる男性だ。ふたりとも、左手の薬指に指輪をしている。

「こんばんは。初めてのご参加ですか？」

　私に声をかけてきたのは女性の方だった。名札に「杉山すぎやま」と書かれている。

「あ、はい」

「こちらがお客さまの番号です。次のご案内までお席は自由になります。番号のカードは胸の位置に見えるようにつけていただいて、プロフィールシートをご記入になりながらお待ちください」

「わかりました」

　会場となっているホールの中へと進むと、合計二十人弱の男女が各々プロフィールシートを書いている。だいたいの人は仕事帰りのようで、男性側はほとんどスーツだ。女性側はフェミニンなワンピースやスカートを穿いている人が多く、ビシッとフォーマルな服を着ているのは私ともうひとりだけである。

　これは私の想像なのだが、テレワークが世に浸透して在宅ワーカーが増えたため、職場からではなく、自宅で存分におしゃれをしてからここへ来られた女性が多いのかもしれない。ＤＴＩでも職務上可能な日はテレワークを選択するという人が増え、週に一、二度しかオフィスに来ない社員もいる。

　女性側も男性側も、友人と一緒に参加している人たちが何組もいるようで、会場内はその人たちのおかげでほどよくガヤガヤしていた。

　私に割り当てられた番号は７。プロフィールシートには氏名、年齢、血液型などの他に、職業や勤務形態、年収なども盛り込まれている。

　結婚ともなると、相手の職業や年収も大事な判断材料だものね……と納得しながら正直に記入。

「会社員、営業職、年収は……これくらいかな」

　それから出身地と家族構成、現在住んでいる市区町村、ひとり暮らしか否か、趣味と特技なども簡単に。

「二十三区内、ひとり暮らし。趣味は……仕事とは書けないし……」

　私には趣味や特技と呼べるものがない。入社して以来、ほとんどのエネルギーを仕事に費やしてきた。休日はたっぷり眠ったり、美容と健康のためにサロンやクリニックへ行ったり、自分のコンディションを整えているうちに終わってしまう。

　私って、仕事は多少できるつもりだけれど、プライベートではものすごくつまらない女なのでは……。

　クライアント向けのプレゼン資料を作るのは得意なのに、自分を売り込むプロフィールシートがうまく埋められない。私は結局、趣味と特技を空欄にした。

　シートには他に、お酒やタバコの嗜み具合、ペットの有無、結婚歴や子供の有無などを選択肢にチェックをする形で回答する場所もある。

「お酒、ほどほど。タバコは吸わない。ペット、結婚歴、子供は無し……と」

　質問はだんだん恋愛や結婚っぽい内容になっていく。

【デートに行きたい場所は？】

【得意料理は？】

【今観たい映画は？】

　ああ、どうしよう。これ系、全然思い浮かばない。

　デートなんて何年もしていないからもはやなにをしていいかわからないし、料理だって簡単なものしか作れない。おまけに、映画を観るのは苦手だ。結果、これらも空欄になる。

　私、結婚どころかデートすらできないかも……。

【好きなタイプは？】

　――背が高くて細身な人。

　迷わずそう書いて、ハッとした。これは望月さんの特徴だ。

　彼は身長一八〇センチで手足の長い九頭身。端的に表現するならモデル体型。細身のスリーピーススーツがいつもよく似合っている。

　望月さんを諦めるために婚活を始めたのに、彼みたいな人を求めてどうするの。

　私は書いた文字を綺麗に消して、さっきより大きな字で書き直す。

　――頼りになる人。

　これもまた望月さんに当てはまるけれど、具体的すぎないのでよしとした。






　私が望月さんを好きになったのは、社会人二年目のこと。

　ある程度仕事を覚え、自分の業務をコントロールできるようになって、仕事が楽しいと思えるようになった頃だ。

　望月さんは当時まだ主任で、今のようにものぐさのイメージはなく、査定Ｓランクの超エリート営業マンだった。

　鋭い視点と仕事の速さで一目置かれ、花形部署のＢＳ部でも覚えめでたく、手厚くきめ細かな対応でクライアントからの信頼も上々。担当したクライアントの紹介で新しい仕事が入ってくるため、営業成績は常にトップという逸材。

　当時新設されたばかりのＢＳ４を、当時の課長（現ＢＳ部長）とともに作り上げた功労者でもある。そんな彼は当時の私にとって、近づき難くて怖い存在だった。

　夏のある日、私は仕事で大きなミスを犯してしまった。

　どれくらい大きいかというと、最悪の場合裁判まで発展し、五千万円程度の賠償金が見込まれる程度……と言えばヤバさが伝わるだろうか。

　具体的には、私の確認ミス――いや、確認の怠慢で、Ａ社に送るはずだった資料を誤ってＢ社に送ってしまった。

　言葉にするとたいしたことがないように思われるかもしれないが、その資料はＡ社の機密が存分に盛り込まれたものだった。つまり私は、重大な情報漏洩を犯したのだ。

　そのことにいち早く気づき、助けてくれたのが望月さんだった。最悪の事態を避けるためにすべてのことをしてくれたし、私と一緒に時には私の代わりにこの事態に対する叱責を受けてくれた。私の味方になって、一緒に各所に出向き、自分の罪であるかのように謝罪してくれた。

　彼の尽力のおかげで、クライアントに損害が出る前に解決することができ、裁判や賠償金を回避できた。

　当然私は審議にかけられたのだけれど、クビにもならず左遷もされなかったのは、ここでも彼が私の味方をしてくれたからだ。

「駒野は勤勉かつ有能です。この経験のおかげで二度とこんなミスを犯すことはないでしょうし、営業として一皮むけました。今後が楽しみだと思いませんか」

　私が彼に惹かれ、二度振られてもしつこく六年以上片想いし続けるには、十分な要因だったと思う。

　泣きながら感謝の言葉を繰り返したあと、私はこんな言葉を添えた。

「望月さん。私、このご恩をどう返していいかわかりません」

　すると彼はニッと口角を上げ、鼻で笑ってふてぶてしく告げた。

「仕事の恩は仕事で返せ。この貸しの分、たっぷり仕事を振らせてもらうからな」

　この時すでに望月恭平という男に心酔していた私は、迷いなく「はい！」と返事をした。

　以来、私は彼の従順な部下だった。

　彼は仕事中さまざまな無茶振りをしてきたし、私はそのすべてに応えてきた。

　彼に恩を返したい。彼に認められたい。彼の役に立ちたい。

　そしていつか、ただの部下ではなく女性として見てもらえたら――

　彼に任される仕事をこなしていくうちに、私はビジネスパーソンとして大きく成長し、いつの間にかキャリアと呼べる経験や実績を手にしていた。彼が私に仕事を振ってきたのは、恩を回収するためではなく、私を教育するためだったのだ。

　彼に報いているつもりだったのに、私はまた彼に与えられていた。

　あの時の恩をどう返していいか、私は未だに答えを見つけられていない。






　婚活パーティーは、ふたりがけのＬ字型ソファーで対話する〝トーキングタイム〟から始まる。

　女性は自分の番号のソファーに座り男性が順番に席替えをしていく形で、参加している異性全員と話ができる。ひとり二、三分の短い時間なので、ここで話せるのはプロフィールシートをもとにした自己紹介程度だ。

　精悍な顔立ちで仕立てのいいスーツを着ている２番の男性は、見た目で言えばいちばんモテそうだった。

「杏菜さんも営業職ですか。ちなみにどちらの会社で？」

「ＤＴＩです」

「超大手じゃないですか。ＤＴＩほどの会社なら、女性でも営業が務まるんですね。いやぁ、さすが大手です。時代の先を行ってるなぁ」

　５番の男性は色白でおっとりしていて品がよく、育ちがよさそうだ。

「ご実家にお住まいなんですね。家事はご自身もおやりになりますか？」

「お恥ずかしながら、まったく。身の回りのことは母に任せっぱなしです」

「じゃあ、結婚後の家事分担は難しいですかね？」

「いえ、ご心配なく。少なくとも僕の分は、母がやってくれると思いますので」

　唯一スーツを着ていない７番の男性は、とても積極的だった。

「杏菜さん、めっちゃ仕事できそうっすね。俺、そういう女性好きなんですよ」

「ありがとうございます。でも、性格がキツいと思われることも多くて」

「大丈夫です。今の時代、それくらい強い女性と結婚する方が幸せになれると思ってるんで！」

　全員と話し終えたら、ここでいったん誰が気になったかの中間集計が取られる。トーキングタイムで自分が男性陣に気に入られたかどうかがわかるのだ。

　そして私は、意外とモテた。２番、５番、７番の男性に。

　次の〝フリータイム〟は順に異性全員と話をするのではなく、自由に動いて気に入った人にアピールする時間だ。

　私はフリータイム開始早々２番、５番、７番の男性に捕まり、対応しているうちに終了した。

　最後は〝ノミネーションタイム〟。カップリングを希望する異性ひとりを指名し、提出する。

　私は、今日参加している誰に対しても望月さんほど好きになれる可能性を感じられず、ノミネーションシートにはなにも書かずに提出した。

　今回のパーティーでは、三組のカップルが成立。

　私は彼らを素直な気持ちで祝福して、最初の婚活パーティーを終えた。






　パーティー後、会場をあとにしようとしたところで、私は女性スタッフの杉山さんに声をかけられた。

「杏菜さん。少々お時間よろしいですか？」

「え？　はい、大丈夫ですけど」

　促されるままＬ字型ソファーへ。腰を下ろすなり、彼女は手持ちのバインダーから私が提出したプロフィールシートとノミネーションシートを外し、テーブルに置いた。

　プロフィールシートもノミネーションシートも、私が出したものは空欄ばかりでスカスカだ。

「パーティーにはご満足いただけませんでしたか？」

　彼女が申し訳なさそうに言うので、私は恐縮してしまう。

「いえ、そんなことはありません。今日は初めてで緊張していましたし、男性もしっくりくる方がいなかっただけで、パーティーがつまらなかったわけではないんです」

　彼女はバインダーの資料を見ながら、解せない表情で続ける。

「杏菜さん、三人もの男性から指名があって、人気だったのに」

「ああ……。それって、２番と５番と７番の方ですよね」

「ええ。フリータイムで熱心にアピールされていましたね」

　三人との会話を思い出し、私は思わす苦笑いを浮かべてしまった。

　杉山さんは小首をかしげる。

「なにか、気になるところがありました？」

「……正直にお話ししてもいいものでしょうか」

「ええ、もちろん。もうここには私たちしかおりません」

　私は自分でも周囲を見渡し、耳を澄まして、近くに誰もいないことを確認してから口を開いた。

「２番の方は、端々に女性蔑視を感じました。私の勤務先を知ってからは特にひどかった。彼は私と交際したいというより、ＤＴＩ社員を手玉にとってマウントを取りたかったのでしょう。自尊心のために女性を貶めることを厭わない、モラハラの気質があると思いました」

「……なるほど」

　彼女は笑顔を引きつらせた。私はかまわず続ける。

「５番の方は、人当たりはとてもいいですが、おそらくマザコンです。未だに母親に頼りきって生活している男性で、すべてにおいて自分の意思を感じませんでしたし、責任を取ることを放棄している印象を受けました。結婚後は面倒なことをすべて母親と妻任せにするでしょうね。その母親もウザそうです」

　思い当たるなにかがあるのか、彼女は口角を上げたまま眉を寄せた。

「そうでしたか。では、７番の男性は？　ずいぶん積極的でしたけど」

「彼は、いわゆるクズの部類だと思います。フリータイムの時にカマをかけて白状させたんですけど、彼、借金持ちですよ。理由はほぼ間違いなくギャンブルです。私を指名したのは、今日の女性陣の中で私がいちばん高収入だったからで、結婚すれば返済が楽になると思ったのではないでしょうか」

　今日の婚活で、私はたしかにモテたと言えるかもしれない。

　けれどその相手がマウンティングモラハラ、筋金入りマザコン、金目当てサイマーだなんて、なんの自慢にもならない。

「では、他の方々はどうでしたか？」

　他の男性たちは、おかしなところはなさそうだった。

　でもみんな、私の勤め先と年収を知ると明らかに引いていた。私は今日出会った誰よりも、年収が高かったのだ。

　勤め先は天下のＤＴＩ。総合職で、花形部署の主任。ちなみに査定はＡランク。正直、自分が一家の大黒柱になれる程度には稼いでいる。

　たいていの男性は、男として自尊心を満たせる女性を望むだろう。自分よりハイスペックな女なんて、よっぽど気に入らない限り選ばない。

　それに私だって、誰を見ても、誰と話しても、〝望月さんの方が素敵〟と思ってしまった。我ながら、私はまったくかわいげのない女だ。

「杉山さん、ごめんなさい。私、好きな人を諦めるために婚活を始めたんです」

　私の懺悔に、彼女は優しく微笑む。

「そのような方は、珍しくないですよ」

　珍しくないのか。もしかしたら婚活の動機としては不純かもしれないと思っていたから、ちょっと安心した。

「その好きな人、直属の上司なんですけど、背が高くて、顔も整ってて、仕事もできて、とっても素敵な人なんです。だから、失礼だとはわかってるんですけど、みなさんを彼と比べてしまって……」

　同じく天下のＤＴＩ。若くして花形部署の課長。ちょっとだらしないところもあるけれど頼りになるし、シャキッとすればとてもカッコいい。当然、私より稼ぎもある。

　私を大切にしてくれる優しい人なら、外見は人並みでいいし、年収は生活できるだけあればいいと思っている。本心だ。

　けれど、人となりより条件が先行する婚活では、望月恭平という対照がいる限り、ほとんどの男性が霞んで見えてしまうのは仕方がないことだと思う。

　だって外見も、スペックも、彼より素敵な人なんて滅多にいるわけがない。

　こんなことで望月さんを諦められるのだろうか。

　彼より好きになれる人を探すのは、浜辺で失くしたピアスを見つけ出すより難しいのでは。

　そのようなことをひと通り語ると、杉山さんは背筋を伸ばし、バインダーのカバーポケットから白いなにかを取り出した。

「杏菜さん。株式会社フロールの社長として、ひとつ提案があります」

「え？」

　杉山さん、この会社の社長だったんだ。

　手渡されたのはシーリングワックスで封がされている仰々しい封筒だった。高価そうな紙質で、おもてにはイタリック体で「Special Invitation」と箔押しされている。

「こちらは、シークレットパーティーの招待状です」

「シークレットパーティー？」

「はい。私が選りすぐった特別な方々のみを招待した、ハイグレードな婚活パーティーです。男性はすべて容姿端麗で年収は同世代平均の二倍以上。人格的にも信頼できる方のみを招待しております」

「なんだか、すごいですね……」

　シークレットパーティーなんて本当にあるんだ。噂で聞いたことはあったけれど、都市伝説みたいなものだと思っていた。

「彼らは決しておモテにならないわけではありません。お金目当てや依存体質の女性には辟易しています。ですから我々は、それなりの条件を満たす女性との出会いの場を設けているのです」

「そんな場に、どうして私みたいな女を？」

　私が尋ねると、彼女はきょとんと目を点にした。

「杏菜さん。あなたはお綺麗ですし、経済的にも精神的にも自立されている素晴らしい女性です」

「褒めていただけて嬉しいですけど、男性にとってはかわいげがないでしょう？」

　自分の身の程はわきまえているつもりだ。自分が男だったら、私みたいな気の強い女は選ばないだろうなと、自分でも思う。

　しかし杉山さんは首を横に振った。

「男性に、自分より弱い女性を守ることで自尊心を満たしたいと思っている方が多いのは事実です。けれどハイスペックな男性は、仕事の成功で自尊心が十分に満たされています。ただでさえ多忙な彼らは、弱い女性に煩わされるより、自立した強くて賢い女性と支え合える生活を求めているのです」

「へぇ……」

　それは知らなかった。

　私が賢いかどうかは別にして、経済的にも精神的にも依存するつもりがない私は、彼らとマッチする可能性が高い……かもしれない。

「このシークレットパーティー、女性はこの招待状が最後の一通です。通常のパーティーより会費はお高くなりますが、いかがでしょうか」

　手渡された厚手の封筒を、もう一度眺める。

　私なんぞがハイスペックな男性の相手なんておこがましいと思っていたけれど、せっかくのいいお誘いをお断りする理由はどこにもない。

　望月さんより好きになれる素敵な男性が、いるかもしれないし。

　私はいったん深く息を吸い、彼女の目をしっかり見て告げた。

「参加します」

















第二章　初めてのカップル成立












　ＤＴＩ本社には、各階にラウンジと呼ばれる談話スペースが設けられている。我らがＢＳフロアのラウンジはわりと広くて、ローテーブルと四脚のひとり掛けソファーのセットがふたつと、窓の景色を見られるカウンター席が八つ。

　エリア内には自動販売機が三つあって、缶やペットボトルの飲料を買えるもの、カップ入りのコーヒーやココアを買えるもの、そしてバランス栄養食やちょっとしたお菓子を買えるものが設置されている。

　カフェ・タリカ向けの資料作りに詰まった私は、ひと息入れて気分を変えようとラウンジへやってきた。

　先客はいない。昨年までは来れば必ず誰か人がいたのだが、テレワークする社員が増えて出社する人が減ったため、必然的にラウンジの利用者も減ってしまったようだ。

　自販機でブレンドコーヒーとカカオ八〇％のチョコレートを購入し、カウンター席に腰を落ち着ける。

　休憩時はだいたいチョコとコーヒーだ。コーヒーはたいていブラックで飲むのだけど、チョコをほろ苦のものにしたので砂糖とミルクを入れた。脳に糖分を与えたい。

　ぼんやり景色を眺めていると、横から知っている声がした。

「お疲れ、駒野」

　声の主は無遠慮に私の右隣の席に座り、ペットボトル入りのミネラルウォーターを開封。喉仏を三回ほど上下させ、ぷはっと息をついた。

　こいつは同期の吉永よしなが孝太郎こうたろう。部の中でも主に大企業を担当するＢＳ２に所属しており、役職は私と同じ主任だ。

　色白のキャンバスに浮かぶアーモンドアイ、通った鼻筋、血色のいい丸っこい唇。どこをどんな角度で見ても彫刻のような、とにかく綺麗な顔をしている。

　このツラだけでも一才なのに、仕事もできるずるい男だ。現在大きなプロジェクトのリーダーを任されていて、数年後ミッションが完了次第課長に昇進するのではと噂されている。

　当然、女子社員のアイドル……いや、王子さま的存在だ。

　浪人して大学に入っているので年齢は私よりひとつ上の三十歳なのだが、大人の色気が出てますます外見に磨きがかかったからか、彼女ができようが新しくイケメンが入ってこようが、人気は衰えない。

　本当は裏表のある性格をしているのだが、表の印象がすこぶるよろしいので、みんなまんまと騙されて彼が〝見た目も性格もよくて仕事もできる最強の王子さま〟と信じてやまない。

　望月さんもカッコいいのにイマイチ人気が出ないのは、おそらくこの男のせいだ。

「ああ、吉永か。お疲れ」

「え、なにその反応。なんでそんな疲れてんの？」

「詳細見積を作ってて、エネルギーが切れた」

「そっか。ＢＳ４は費用から仕様まで、細かいとこ全部ひとりで把握しなきゃいけないから、大変だよなぁ」

「まぁね……。億単位の賠償金リスクを抱えるＢＳ２ほどじゃないけど」

　仕事の話をしながらチョコレートを勧める。彼はひと粒口にして、「苦っ」とぼやいた。美しい顔面がかすかに歪む。ざまあみろ。

「そういえば駒野。婚活始めたんだって？」

　吉永が唐突にそう尋ねてきたので、私は熱いコーヒーを吹き出しそうになった。吹き出さなかった代わりに、口内をちょっと火傷した。地味に痛い。

「なんであんたがそんなこと知ってんの？」

「ＢＳ４のやつに聞いた。堂々と婚活宣言したって聞いたけど」

「ああ……したわ」

　望月さんに言ったのを周囲が聞いていただけだけれど、それがまさか会社で「駒野、婚活するってよ」と噂されているとは思わなかった。

「おまえが婚活とは、驚いた」

「私にだって結婚願望くらいありますー」

「そうじゃなくて、望月課長のことはもういいの？」

　痛いところを突かれ、喉が「ぐ」と鳴った。

　吉永は私が望月さんを好いていることを知っている。

　もういいの？　って、いいも悪いもない。

　あのものぐさ課長、先週のパーティーの翌日、私が出社するなり「おう駒野。婚活はどうだった？」なんて聞いてきたから、もしかしてちょっとは私のことを気にしてくれているのかしらと期待したけれど、「手応えはありました。来週のシークレットパーティーに招待してもらえたので、その時に本気出します」と告げると「ふーん。まぁ頑張れよ」なんて興味なさそうに鼻で笑いやがった。そっちから聞いてきたくせになんなんだ。

　腹が立ったので、聞かれていないことまで詳細に語って鬱陶しい思いをさせてやった。

「ははは。相変わらずだ」

　吉永に笑われ、自分が無意識に思ったままを口に出していたことに気づく。

　こいつの前だと、遠慮がなくなるからよくない。

「そっちはどうなの？　彼女と結婚とか、考えてないの？」

　新しく彼女ができたと聞いて、一年ちょっと経つだろうか。交際に至っても真の性格がバレるたびに「思ってたのと違う」と振られてきた彼と、こんなに長く付き合えた人は初なのでは。彼の性格の悪さを受け入れられる貴重な女性を逃す手はないと思うのだが。

　私が問うと、吉永は他の社員には見せない悪い顔で微笑んだ。

「今、少しずつ外堀を埋めてるとこ」

「……悪だくみもほどほどにね」






　初めて望月さんに告白したのは入社三年目の夏だった。

　その時は「付き合っている人がいる」と言って振られた。相手がいるのなら仕方がない。

　二回目に告白したのは五年目の春、彼が課長に昇進してすぐ。彼が恋人と別れたと聞いて、今度こそと思い再アタックした。

「望月さん。私、今でも望月さんのことが好きです。フリーになったこの機会に、私を彼女にすることを検討してもらえませんか」

　残業後ふたりで食事をしていた時、場所はたしか駅の近くにある焼き鳥屋の個室だった。

　彼が私のことを恋人候補として見ていないことはわかっていたので、「付き合ってください」とは言えなかった。「ノー」と言われてしまったら、それで終わってしまう。可能性を残したかった。

　だからあえて「検討して」なんて小賢しい言い方をしたのだけれど、彼は申し訳なさそうに笑みを浮かべ、キッパリと断った。

「気持ちは嬉しいけど、ごめんな」

　謝罪の言葉がグサッと刺さった。でもお断りされることは想定内だったので、この時はまだ平気だった。

「検討すらしてくれないんですね。望月さんのケチ」

「この歳で課長になって、先輩部下とか同期からの僻みやっかみがいろいろあるんだよ。課の新体制を確立してそいつらを黙らせるところから始めなきゃなんねーのに、直属の部下と恋愛なんかしてる場合じゃないだろ」

　彼に嫉妬する顔がいくつか浮かび、私は「たしかに」と納得した。同時に、そんなタイミングで告白してしまったことを反省した。検討をお願いするにしても、もっと慎重に頃合いを見計らうべきだった。

　じゃあ課が落ち着いた頃に再度告白を……などと考えていたのだが、彼の次の言葉に、私は胸をえぐられた。

「それに、そもそも駒野は俺のタイプじゃない」

　ショックで視界が揺れ、胸の奥に息が止まるほどの痛みが走ったのを、今でもよく覚えている。

　タイプじゃないということは、直属の部下という点を抜きにしても、恋人にしたいと思えるほどの魅力は感じられない、検討する価値すらない、ということだ。

　身の程知らずだった私は、彼に特定の相手さえいなければ、タイミング次第で彼を自分のものにできると根拠もなく自惚れていた。当時はまだ若くて、年上の男性にチヤホヤしてもらえる部分があったから、思い上がっていたのだろう。

「ひどーい。私が相手だからって、はっきり言いすぎです」

　我ながら、あのショックの中よく笑顔で冗談っぽく返せたなと思う。

「ヘタに希望持たせても仕方ないだろ。ちゃんとおまえを幸せにしてくれる男を見つけろよ。身近で手近な俺なんか見てても、男を見る目が腐るだけだぞ。視野を広げろ。世界は広いぞ」

　彼がそこまで言うのだから、私には本当に可能性がないのだなと思った。

　私はその場ではヘラヘラ笑ってやり過ごしたけれど、彼と別れるなり号泣した。あまりに泣きすぎて顔がとんでもなく浮腫んだし目が充血したので、翌日は眼科へ行くと嘘をついて午前休を取ったのは内緒の話。

　それからずっと彼を諦めたいと思っていたのに、三年経っても気持ちは消えていない。

　私は悪い意味で一途な女である。






　カップのコーヒーを空にして、ＢＳ４のオフィスへ戻った。

　ＰＣから顔を上げた望月さんと目が合う。でも一瞬だ。私は彼の視界に留めてはもらえない。

「駒野主任、今よろしいですか？」

　席に着くなり、後輩の遠藤隼人はやとが声をかけてきた。遠藤は私のサポート役として、カフェ・タリカの仕事を一緒に担当している。

「どうした？」

「テクニカル部門から連絡があって、インターフェースに使う素材についてカフェ・タリカ側に確認したいそうです」

「またぁ？　インターフェースについてって、今朝もちょこちょこあったよね？」

「ありましたねぇ。ふたつほど」

　クライアントと密に連絡を取り合い、実際にシステムを設計・開発している技術部門（通称テクニカル）との橋渡しをするのも我々の大事な役目である。

　カフェ・タリカとは現時点では手付けの仮契約の状態で、正式な契約はシステムの設計と導入機器などが煮詰まってから新たに締結する。

　すでに開発は始まっているのに、こちらの不手際で信頼を欠き、契約を反故にされては困る。仮契約から本契約までのこの期間は、営業側としてはいちばん神経を使う時期なのだ。

「すぐ緋山ひやま社長に連絡する。遠藤はテクニカルに質問は小出しにせずまとめて出せって釘を刺しといて」

「わかりました」

　せっかく獲得できた新規顧客。絶対逃したりするもんか。






　ＢＳ４ではひとりの営業担当が多くのクライアントを担当する。だからＢＳ４はＤＴＩの中でも比較的残業の多い部署だ。

　私は特に担当している会社が多いので、必然的により多くの仕事も降りかかってきてしまう。カフェ・タリカの仕事に集中したいけれど、他のクライアントをないがしろにはできないため、思うように作業を進められないこともままあるのだ。

　結局私がこの日の仕事を終わらせたのは、午後八時を過ぎた頃だった。

「終わった……」

　支給されているノートＰＣの電源を切り、そのままデスクに突っ伏す。ＢＳ４の部屋にはもう誰も残っていない。静かだ。

　しばらくそのまま動かずにいると、ガチャッと扉が開く音が響いた。驚いて体を起こす。

「あれ、駒野。まだいたのか」

　扉を開けたのは、ノートＰＣを持った望月さんだった。

「なんだ、望月さんかぁ……。びっくりさせないでくださいよ」

「いやいや、驚いたのは俺の方だから。今日は遅いな。婚活はないのか？」

「毎日パーティーに出るわけじゃないんで。ていうか望月さんこそ、まだいたんですね」

　彼は自分の席にどかりと腰を下ろした。そして深く息を吐く。

「ＢＳの部課長会議だよ。いくら全員管理職だからって、午後六時開始とか勘弁してほしいわ～」

「課長手当もらってるんですから、たまの夜会議くらい我慢してください」

「へいへい。手当の分くらいは働きますよ」

　彼はそう言いながらノートＰＣを電源に繋ぎ、開く。今日のオフィス内の動き、そしてキーボードやトラックパッドを打つリズムから、彼がなんの仕事をしているのかわかる程度には従順さが板についている。

「提案書の確認ですよね？　手伝いますよ。共有してください」

「婚活で俺の仕事は手伝えないんじゃなかったのか？」

　望月さんは嫌味ったらしく聞いてきたけれど、私がＰＣを立ち上げるとすでにデータが来ていた。

「一回断ったからって、そんなに拗ねないでくださいよ」

「……拗ねてねーし」

　私たちはこうして、ふたりきりで残業をすることがよくあった。

　いつも遠慮なく仕事を押し付けてくる彼が、遅くまで頑張った時は「助かった。ありがとう」などと労ってくれるから、私は彼に仕事を任されるのも嫌いじゃない。信頼してもらえていると感じられるから、むしろ嬉しい。






　望月さんがＢＳ４の課長に昇進したのは三年前の春だ。前ＢＳ部長の定年退職に伴い、叩き上げで前ＢＳ４課長が部長に、そして主任だった望月さんが課長になった。

「若い頃にバリバリ頑張ったのは、早く管理職に就いて、高い給料をもらいつつ楽をするため。課長になったからには部下に仕事を振りまくって、俺はのんびりする」

　口ではそんなことを言っているが、今でも自分でクライアントをいくつか担当しているし、部下の見えないところで外部に根回しをしたり環境を整えたり、課に多く貢献していることを、私たち部下は知っている。

　ものぐさ課長なんて、半分はセルフプロデュースで作り上げたキャラ、つまりパフォーマンスだ。あえて隙を作ることでエリート感やとっつきにくさを排除した。

　かつてのＳランク営業マンは、あえてマイナス方向にキャラ変することで、課内の雰囲気を作ったのだ。これはもはや、手腕と言える。

　後輩が作成した提案書のチェックを手伝いながら、望月さんをちらりと盗み見る。

　私たちの席は近く、距離にして一メートルくらいしか離れていない。

　彼は画面に向かう時、肘をついて左手の指の関節で唇を軽く挟む癖がある。そのポーズが色っぽくて好きだ。

「望月さん。手伝ったんでご飯おごってくださいね。お腹空きました」

「なに食いたいの？」

「ラーメンかな。駅の近くに新しくできたんですよ」

「色気もクソもねーな。婚活失敗すんぞ」

「色気はともかく、クソはいらないでしょ」

　二度も振られてしまったけれど、軽口を叩き合える関係が楽しい。

　私の余計な感情さえなくなれば、きっともっと楽しく働けるのに。






　シークレットパーティー当日がやってきた。

　身分やスペックが保証されるパーティーであるため、女性側も一昨日までに免許証や源泉徴収票、現在の名刺などの画像提出が求められた。主催側の本気度がうかがえる。

　初めてのパーティーから一週間と少し。とりあえず、先日空欄にしてしまったプロフィールの回答は考えた。

【趣味や特技は？】

　――趣味は読書。ビジネス系の実用書を好んで読みます。

　実際は趣味と呼べるほど多く読んでいるわけではないけれど、一冊をじっくり読むタイプだと言えばいい。いくらかオススメの紹介くらいはできる。

【デートに行きたい場所は？】

　――幻想的なイルカショーで話題の、あの水族館に行ってみたいです。

　これは先日たまたまテレビで見て、いいなと思ったので参考にした。

　どちらも無難な回答だけれど、空欄よりましだろう。

「よし、行ってくる！」

　私はそう言って立ち上がった。時刻は定時を十五分ほど過ぎている。

　隣の席の遠藤が、気の抜けた顔で私を見上げた。

「主任、今日は婚活ですか？」

「うん。なにかあったら携帯に電話して。出られるかわからないけど、タイミングを見て折り返すから」

「わかりました。お疲れさまです」

「お疲れ」

　胸につかえたものを感じながら望月さんの方を見る。急いでいるのかものすごい勢いでキーボードを叩いている彼に「お先に失礼します」と声をかけると、いつも通り「おう、お疲れ」と返ってきた。

　行くな、なんて言ってもらえるはずもない。

　私は背筋を伸ばし、いつもより強い足取りで歩みを進める。

　今日は絶対に彼より素敵な人を見つけようと、心に決めて。






　シークレットパーティーの会場は、前回と同じくスーヴニール東京。ただしバンケットルームではなく、最上階にあるフレンチレストランの個室だ。

　個室は細く長い部屋になっていて、壁一面が窓から夜景が一望できるゴージャスな空間だった。

　男女が九十度に座れるテーブルセットは十組。窓とは反対の壁に沿って、白いクロスを張った台が並んでいる。

　前回のパーティーではソフトドリンクのみ飲み放題で提供されたけれど、今回のパーティーは話をしながらつまめる軽食やお酒も出る。ビュッフェスタイルとのことなのだが、ドリンクや料理はパーティーが始まり次第壁沿いの台に運ばれてくるという。

　会費に前回の三倍ほど取られたが、サービスはそれ以上のようだ。

　ただし、浮かれて料理やお酒にがっついてはいけない。

　食べ物の取り方、食べ方、お酒の選び方、飲み方……その他諸々、すべてが結婚相手としての判断基準になるのだ。先日望月さんに「色気もクソもない」なんて言われてしまったけれど、気をつけてチョイスしなければ。

　それにしても、今日のメンバーは男女共にレベルが高い。

　男性陣はみんな質のいいスーツを纏っているし、身につけている小物や靴なども洗練されている。女性陣は頭のてっぺんから爪の先まで隙のない美人ばかりだ。ドレスコードがあるのでカジュアルな人はおらず、みなシックな衣類に身を包んでいる。私のようにオフィスフォーマルを着ている人も数人いるが、オフィス感のない華やかなワンピースやセットアップを着ている人が多数派だ。

　男女比は七対十。女性の方が三人も多い。

　男性陣はハイスペックイケメンのみ。女性側の本気度が高くなるのは自明の理。

　私のような婚活初心者が、本気の美女たちに敵う気がしない……！

　そんな気持ちで、私をこのパーティーに誘った杉山さんに視線を馳せる。気づいた彼女は、私の気持ちを知ってか知らずか、にこりと微笑み演台についた。

「みなさんこんばんは。本日はようこそ私どものシークレットパーティーへお越しくださいました。本日の司会進行を務めさせていただきます、株式会社フロールの杉山と申します。本日は男性八名、女性十名の方にお集まりいただきました」

　ん？　男性八人？　ここに男性は七人しかいない。１から７番のテーブルは埋まっているが、８番のテーブルに男性は見当たらない。

　……と、みんなも思っているのか、周囲の参加者と顔を見合わせ首をかしげる。

「男性がおひとり、お仕事の関係で遅れていらっしゃいますが、間もなく到着されると連絡がありましたので、このままパーティーを始めさせていただきたいと思います」






　今回、私の番号は10番だった。申し込み順に割り振っているのだろう。私は最後のひと枠だったと聞いている。

　はじめは番号の振られたテーブルに座るのだが、男性は七人、遅れている人が来ても八人しかいない。１番の女性が１番の男性から順番に話せるよう席替えをするので、私は１番の男性が１番の女性のもとから回ってくるまで、しばし食事を楽しみながら待つ。

　運ばれてきたやたらとおしゃれな食べ物をいくつかよそい、シャンパンを注いでもらって、席に戻ってつまむ。

　間もなく席替えの時間が来て、ひとり目の男性が着席した。

「はじめまして。よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ここから１番の席は離れており、次にどんな人が来るか見にくくて、毎度ドキドキしながら男性を迎えた。

「ヨウスケさん、ＳＥなんですね。私、ＩＣＴの営業をしているので、少しですけどご苦労がわかります」

「あはは、ありがとうございます。今年チーフに昇進してからは、部下に任せられるのでずいぶん楽になりました。それで婚活を始めたんです」

　このシークレットパーティーは、前回のパーティーより開催時間が長い。トーキングタイムもひとりあたりの時間を長く取ってあるので、じっくりお互いのことを話すことができる。

「ツヨシさん、お医者さんなんですか。すごい！　私、大学は医学部の医学科に入りたいと思ってた時期があるんです。高校に入りたての頃だったかな、カッコいい女医のドラマを見て憧れて。でも偏差値が全然足りなくて、すぐに諦めちゃいました」

「そうでしたか。僕の場合、家が総合病院をやってて、両親もきょうだいも全員医師なんですよ。〝医師になる以外認めない〟みたいな家で育ったので、青春時代は勉強ばかりでした。おかげで恋愛下手なまま三十路です」

　会話の最初は、だいたい乾杯から。軽食はピンチョスなどひと口で食べられるものが多く、なにより美味しい。さすがはホテルレストランのクオリティだ。

「テツヤさんは弁護士なんですね。私、まだ弁護士にお世話になったことがないので、どんな風にお仕事をされているのか、お話聞いてみたいです」

「僕らの世話になんか、ならない方がいいんですよ。弁護士はトラブル解決屋ですからね。これからも、ご縁なく生きていってください。あ、もちろん恋愛的には別ですよ？」

　二回目の参加だからか、それともハイスペックな男性たちは話術が巧みなのか、話が弾んで素直に楽しい。

　私の職業や年収を見て引いたりマウントを取ってきたりする人もいない。

　それに、みなさん本当に素敵な人たちだ。もしかしたら、本当に好きになれる人が現れるかも……。

「お時間です。男性は席替えをお願いします」

　杉山さんのアナウンス。７番の男性と「ありがとうございました」と頭を下げ合い、私はふたたびひとりになった。

　遅れてきた８番の男性は、ひとり飛ばして次に来るようだ。待っている間、皿に残っている料理と、ぬるくなったシャンパンを胃に収める。

「お時間です。男性は席替えをお願いします。お料理やお飲み物、ご遠慮なくおかわりされてくださいね」

　次が最後の人だ。その前に、と席を立ち、シャンパンのおかわりをいただいた。

　そして席に戻ると。

「……え？」

「どうも～。８番の恭平で～す。よろしくお願いしま～す」

「え？　え？」

　私は幻覚でも見ているのだろうか。

　私のテーブルに、望月さんが見える。スリーピースのスーツをビシッと着こなし、パーマヘアをきっちりセットした、カッコいいバージョンの望月さんだ。

「いいから座れよ、時間がもったいない」

「え、うそ。本物？　本物の望月さん？」

　私は慌てて演台の杉山さんを見た。彼女は得意満面に笑む。

　我々の提出物から、私たちの職場が同じであることはわかっていたはずだ。それに、私が直属の上司を好いていて、彼を忘れるために婚活を始めたことも彼女は知っている。

　つまり彼女は、彼が私の想い人であることを認識しているのだ。

　婚活のことはまだよく知らないけれど、ふつう同じ職場の人間を鉢合わせるのは避けるのでは？　シークレットパーティーではそんなこと関係ないのかもしれないが、こんなことって……。

「俺に偽物がいるかっての。早く自己紹介し合おうぜ、杏菜さん」

　私がオフィスを出る時、彼が怒涛の勢いで仕事を片付けていたのは、このパーティーに参加するためだったのか。合点がいった。

　立ったままでは悪目立ちするので、おとなしく着席し、彼とプロフィールカードを交換する。今さら自己紹介なんかしなくたって、彼のことはよく知っている。

　遅れてきた彼のカードは空欄だらけで、最低限のこと――名前、職業、年収、結婚歴がないことなど、半分程度しか書かれていない。好きなタイプやデートで行きたい場所、知りたかったのに。

「どうして望月さんがここにいるんですか？」

「ここでは下の名前で呼ぶのがルールだろ」

「どうして恭平さんがここにいるんですか？」

　初めて下の名前で呼んじゃった。こんなきっかけだけど、ちょっと嬉しい。

「俺も婚活始めたから」

「なんで？」

「なんでって、俺もう三十六なのに三年も彼女いないし。駒野……じゃなくて杏菜が婚活始めたって聞いて、俺も真似しただけ」

　彼はそう言って、自分のグラスの白ワインを飲み干した。

　彼女いないんだ。三年いないってことは、私が二回目の告白をする前に別れてからずっといないってことか。それは意外だった。こんなにカッコいいのに。

「えーと、なになに？　結婚後は仕事を続けたい……まぁそうだろうな。仕事大好き社畜だもんな」

「キャリア志向って言ってください。結婚しても自立していたいんです。もち……恭平さん、趣味が寝ることって正直すぎません？」

　婚活なのに、モテる気はあるのだろうか。これまでの男性は、ゴルフ、フットサル、キャンプ、海外旅行など、まともな趣味を持っていた。

「嘘ついてどうすんだって話だろ。つーか趣味が読書って本当か？　本を読んでるとこなんて見たことないぞ」

「通勤電車で読んでます。プレゼンとか仕事効率系の実用書がメインですけど」

「ははっ、ほんと社畜だな。で？　本当の趣味は？」

「……しいて言うなら美容ですかね。サロンやクリニックによく行きますし、シャンプーもコスメ類も、たぶん男性が引くくらいお金かけてるんで」

　それはもちろん、彼に少しでも綺麗だと思われたいがため。

　三年前に「タイプじゃない」と言われたのが悔しくて見返したくて、眉の描き方からメイクを変えたし、全身脱毛もしたし、定期的に毛穴クレンジングやレーザートーニングの施術を受けて毛穴レスの白肌をキープしている。

　さっきは言わなかったけど、美容系の実用書もたくさん読んだ。

「ふーん。まぁ好きにしたらいいんじゃね？」

　興味がなさそうに言われて、チクリと胸が痛む。

　美容に力を入れているのはただの自己満足。彼にとってはなんの意味もないのだ。

　彼との時間はあっという間に終了し、彼は「じゃあな」と言って次の女性のもとへと行ってしまった。私は彼で最後になるが、男性が女性全員と話し終えるまでトーキングタイムは続く。

　次の女性と話す彼を、軽食をいただきながらバレない程度にチラ見する。私と話していた時とは違い、背筋を伸ばし爽やかに好意的な笑みを見せている。

「嘘ついてどうすんだって話だろ」なんて言ったのは自分じゃない。いくら私に興味がないからって、あんなあからさまに態度を変えることないのに。

　私はちょっと泣きそうになったけれど、シャンパンを飲むことで気を紛らわせた。






　続いてはフリータイム。引き続き軽食やお酒を楽しみながら、アピールしたい人と自由に交流をする時間だ。

　案の定、望月さんはモテて、ひっきりなしに美女たちから声をかけられている……というより、このパーティーに参加している男性はみんなそんな感じだ。

　このまま美女の誰かに彼を取られてしまうのだろうか。明日会社で「俺、彼女できたわ」なんて言われたらどうしよう。笑って祝福できる気がしない。

　かくいう私も、ある程度男性にかまってもらえた。誰にも相手にされないかもしれないと心配していたから、ホッとしたという感情の方が大きい。

　加えて、望月さんに対して「どや！」という気持ちもある。男性と話しながらまたチラッと望月さんを見てみたけれど、彼は私なんか気にも留めていないのか、私に背を向け可憐な女性との会話に集中しているようだった。

　おしゃべりもたけなわのうちに、フリータイム終了。

　これからノミネーションシートにカップリングを希望する人の番号を書く。

　前回のパーティーでは、中間集計を含め、ひとりだけを指名できた。

　だけどこのパーティーでは中間集計をせず、最後のノミネーションタイムで第三希望まで指名することができる。必然的に、通常のパーティーよりカップル成立する確率が高い。

　先日のパーティーでは、会場外でカップルが成立しなかった参加者同士が声を掛け合い、連絡先を交換しているのを見た。杉山さんによると、どのパーティーのあともそのようなことが行われており、会場を出たあとであれば特に禁止もしていないという。

　パーティー内でのカップル成立にこだわらなくても、自分が積極的になりさえすれば、この機会をおおいに活かせる。今日こそは誰かと次に繋げたい。

　……そう思っているのに、困ったことが起きた。

　私の右手が、勝手に第一希望の欄に〝８〟と書いてしまったようなのだ。

　無意識だったからあまり記憶に残っていないのだけれど、第一希望という文字を見るやいなや、まったく迷いもせず当然のようにペンを走らせたような気がする。

　素敵な男性が他に七人もいるのに、どうしても望月さんがいちばん魅力的に見えてしまう。

　彼を忘れるために始めた婚活なのに、まさかこの場に彼本人が現れるなんて、神さまは私にどれだけ意地悪をすれば気が済むのだろう。

「まぁいいか。どうせカップル成立しないだろうし」

　私はそのまま第一希望を８にして、第二希望と第三希望はＳＥの彼と弁護士の彼の番号を書き、提出した。






　パーティー後、私は望月さんと新橋の居酒屋に入った。いつも行くようなおじさんばかりのお店だが、気分は浮き立っている。

「駒野、なに飲む？」

「シャンパン飲んで炭酸に飽きたんで、とりあえず焼酎の水割り」

「ほんっと色気ねーな。俺は炭酸が飲みたいからハイボール」

　モツ煮、卵焼き、イカの一夜干しも同時に頼み、いつものノリで乾杯する。

　遡ること二十分前、奇跡が起きた。

　私と望月さんが、カップル成立したのだ。

　神さまは意地悪もするけれど、ちゃんとご褒美もくれるらしい。

　彼と私の番号が呼ばれた時、私は喜びよりも驚きが大きくて、頭が真っ白になった。

　私たちは盛大な拍手で祝福され、お祝いにあのレストランのディナー割引券を受け取り、満足げに微笑む杉山さんに見送られ、ふたりでスーヴニール東京をあとにした。

「とりあえず飲み直すか」

　望月さんにそう言われ、ホテルから五分ちょっと歩いて新橋へ。そして適当にこの店にたどり着いた。

「いやまさか本当におまえとカップル成立するとはなぁ」

　彼はため息をつきながらそう言った。不本意、という感じだ。

　浮き立っていた私の胸がショックに震える。本気で私を希望してくれたのではないかと、性懲りもなく期待していた。

「私だって驚きましたよ。ピンとくる人がふたりしかいなかったから、空欄を埋めるために書いただけなのに」

　なんて嘘です。しっかり第一希望に書きました。

「で？　いつにする？」

「いつって？　カフェ・タリカの打ち合わせですか？　それなら――」

　私が首をかしげると、彼は心底呆れたような顔をした。

「ちげーよ。ここは普通に考えてデートだろ」

　あやうく焼酎を鼻から噴き出すところだった。

「デート!?　するつもり、あったんですか？」

「するだろ。カップル成立したんだし。ディナーの割引券ももらったし」

　長年夢に見た望月さんとのデートが、叶うの？

　嬉しい。今初めて婚活してよかったと思えた。

「おーい、聞いてんの？」

「あ、すみません。びっくりしてボーッとしてました」

「とりあえずプライベートの連絡先教えろ。社用携帯でこういう連絡したくない」

「は、はいっ！」

　プライベートの連絡先までゲットしてしまった。

　パーティーに望月さんが現れて、カップル成立して、プライベートの連絡先を交換し、デートの約束まで……。

　これら全部、私の脳が見せている都合のいい夢なんじゃなかろうか。

　あまりに夢のようで、自分の脳を信じられない。






　私は夢のような状況と酒に酔っていたのか、この日それ以降彼となにを話したか、あんまり思い出せない。

















第三章　初めてのデート












　望月さんとのデートは今週末。

　お互いに週末は午後まで寝ていたい派なので、集合時間は午後三時ということになった。私たちは変なところで気が合うようだ。

　待ち合わせは品川ということに決まった。

　私がプロフィールシートに「幻想的なイルカのショーで話題の、あの水族館に行ってみたいです」と書いたのを覚えてくれていて、そこに行こうと言ってくれたのだ。

　どうしよう。望月さんと行けるなんて夢みたい。

　週末が楽しみすぎて浮かれっぱなしの私は、完全に注意力を欠いていた。

「資料全部置いてきちゃった……！」

　私の言葉に、後輩の遠藤は血相を変える。

　今日はこれから日比谷にあるカフェ・タリカの本店にお邪魔して、費用や導入機器の具体的な打ち合わせをする。細かい仕様や数字の説明が必須であるため、資料なしで訪問するなんてありえない。

「えっ！　どうするんですか？　会社に取りに戻る時間はないですよ」

　私たちはすでに地下鉄の中。あと数分で日比谷に到着する。

「戻る時間はないけど、コンビニに立ち寄る余裕はあるよね」

　私は慌ててバッグからノートＰＣを出し、データを開く。ＰＤＦ変換してフラッシュメモリに保存すれば、コンビニでも印刷ができる。

「主任、どうしたんですか。らしくないですよ」

「ごめん。いろいろあって、ちょっと頭おかしくなってる」

　その原因が我らが課長とのデートだとは、絶対に言えないが。

「婚活、うまくいってないんですか？」

　何気なく話題に出され、ギクッと肩が震えた。

　今までずっと片想いしていた相手とカップル成立したのだ。婚活はむしろ、うまくいきすぎている。

「遠藤。それ、セクハラだからね」

「え～？　ジャッジ厳しくないっすか」

「うるさい。私の乙女心が傷ついたらどうすんの」

「ははっ。乙女って」

「私はこう見えて、とてもウブで繊細なんだよ？」

　遠藤はケラケラと笑っていたが、「あ」となにかに気づいたように我に返った。

「そういえば、噂で聞いたんですけど」

「え、噂？」

　まさか、望月さんとのことがもう知られているんじゃ……？

　同僚たちには知られないようにするのが暗黙の了解だけれど、私の抜けっぷりから漏れたかもしれない。

「主任とＢＳ２の吉永さん、昔付き合ってたんじゃないかって」

「……はぁ？　吉永ぁ？」

　思いきり顔をしかめた私を見て、遠藤は苦笑いを浮かべた。

「すんません。どうやらガセのようですね」

「あいつとは同期だし、仲はいいけどさぁ」

「ほんと仲いいですよね。駒野さん、女子にめちゃくちゃうらやましがられてますよ。まぁ、もし本当に元カレなら、あんなに仲よくできないか」

　遠藤はそう呟き、ひとり納得している。

「ったく、誰よ。そんな噂を流したのは」

　そんなくだらない噂を流すくらいなら、あいつの裏の性格の方を噂にすればいいのに。






　日比谷に到着。商業施設内にあるコンビニで資料をプリントアウトして、カフェ・タリカ本店へ。

　カフェ・タリカは東京と神奈川に十店舗を構えるカフェチェーンだ。希少で特殊なゲイシャコーヒーを提供するチェーン店として、コーヒーマニアに人気がある。

　ゲイシャコーヒーとは、日本の芸者さんが飲むコーヒー……というわけではなく、エチオピアのゲシャ地域に自生していた品種由来のコーヒーだ。カフェ・タリカはコスタリカに自社農園を持ち、ゲイシャ種の栽培からコーヒーを作っている。

　他のコーヒーとは一線を画する芳醇で独特な香味が特徴で、人によっては「これがコーヒーであるとは思えない」と言うほど。希少価値が高いのは、栽培が難しいうえに収穫量が少ないためである。

　他の店舗はワンフロアでの営業だが、この本店はひとフロア二十～三十席の四階建てだ。フロアごとに雰囲気が違って、来店するたびに違ったカフェタイムを味わえる。

「こんにちは。ＤＴＩの駒野です」

「遠藤です」

「お待ちしておりました。本日はよろしくお願いします」

　お店に入ると、スタッフと同じ制服を着た緋山社長ご本人が私たちを出迎えてくれた。私たちが来る時間まで、コーヒーを作るのを手伝っていたようだ。

　彼、緋山蓮れん社長は二代目で、三年前、三十歳の時に初代社長の父から会社を継いだ。当時はここ日比谷と葉山、二店舗のみの営業だったのを、たった三年で十店舗まで事業を拡大させたのは、紛れもなく彼の手腕である。

　見た目と話し方はちょっとチャラいのだが、コーヒーや経営についてとても勉強熱心だ。チャラチャラしているのは望月さんがものぐさぶっているのと同じで、隙を演じるためのパフォーマンスだろうと思っている。

　私たちは店内のエレベーターで四階へ上がった。四階はグループでゆったりおしゃべりが楽しめるソファー席がメインだ。ある程度高さもあるので、明るい時間は窓から日比谷公園や皇居が望める。

　しばらく雑談していると、スタッフの女の子がコーヒーを持ってきてくれた。

「ゲイシャコーヒーって、いつ飲んでも不思議な味わいですね。特別な感じがします」

「そうでしょう？　僕もこの特別感を忘れないために、ふだんは普通のコーヒーを飲むようにしてるんですよ」

「緋山社長はどちらのコーヒーがお好きですか？」

「うーん、どっちも！」

　アイスブレイクがひと段落したところで、提案に入る。

　コンビニでプリントアウトした資料を出し、詳細の説明を始めた。






　カフェ・タリカは現在、店舗ごとに会計や在庫の管理を行っている。店長が情報をまとめ緋山社長に毎日報告し、緋山社長が集計する、という形だ。

　二店舗しかなかった頃はそれでもよかったのだが、店舗が増えるほどこの作業は手間になる。見落としによる発注の遅れも発生しやすいし、少し前には店長の怠慢によるトラブルもあった。

　そのソリューションとしてＩＣＴシステムを導入し、ネットワーク上で全店舗の売り上げや売れ筋商品、在庫状況などをリアルタイムで確認できるようにする。

　そうすることで緋山社長および店長たちの手間を格段に省けるし、省けた時間で新しいことに挑戦したり、よりよい店づくりに力を入れたりすることができるようになる。

　また、現在カフェ・タリカでは、現金およびクレジットカードでの決済にしか対応していない。これも、我が社のシステムを導入することで、交通系ＩＣカードや二次元コード決済にも対応できるようになる。

　初期費用イニシャルコストはかかる。スタッフ全員に対しシステムに順応するための教育をする手間も。

　しかし、余りあるメリットが享受できることを、緋山社長は理解している。

「――なるほど。それでイニシャルコストがこれだけになる、と」

「はい。少なくとも五年はアップデートに対応できますし機器の保証も付きますので、今御社のニーズに対して弊社で提案できるものとしては、最高水準のものになります」

「だけどちょっと、前に話した予算をオーバーしているね。ブラフ？」

　さすがはやり手社長。しっかり突っついてくる。

　彼の言う通り、今説明したＡ案は次の提案をお得に見せるためのブラフ的役割はある。けれど正直にそう告げるわけにはいかない。

「いえいえ、滅相もない。イニシャルコストの予算はややオーバーしますが、トータルで見ると最も御社の利益になると確信しましたので、あえて提案させていただきました」

　これは本当で、もしこのまま彼の会社が独自にシステムを扱わないのであれば、このＡ案がベストだ。

　私は次の資料を彼に差し出した。

「では次に、予算内でご提案できるＢ案を紹介させていただいてよろしいでしょうか」

「もちろん。喜んで」

「ちなみに、Ｃ案までありますので、ぜひ最後までお付き合いくださいね」






　デートに浮かれている女のわりには、満足のいく提案ができた。

　緋山社長は熱心に聞いてくれて、時たま鋭い質問を投げてくる。

　私と遠藤はそれに真摯に答え、どの案がベストかを共に考えるのが仕事だ。

　結果、彼は私たちの説明に納得してくれて、最もイニシャルコストはかかるけれどトータルしてメリットの多いＡ案を採用する方向で動いてくれることになった。

　これで気分よくデートに臨めそうだ。

「――というわけですので、本契約の締結はその際に、私どもの上司を交えて行います」

　締めとはいえまじめな話をしているのだが、緋山社長はスケジュールを記載した紙ではなく、私をじっと見つめていた。

　遠藤も不思議に思ったのか、私と彼の顔を交互に見る。

「あの、社長？」

「ああ、ごめん。きみがあまりにも綺麗で」

「は、はいっ？」

　びっくりして声が裏返った。遠藤も目をまん丸にしている。

「駒野さん、うちに嫁に来ない？」

「なにおっしゃってるんですか。冗談が過ぎますよ」

「冗談じゃなくて、わりと本気で言ってるんだけどな」

「またまたぁ。私、今まじめに婚活してるんで、惑わせないでください」

「だったらちょうどいいじゃん。僕と結婚すれば社長夫人だよ？」

「ごめんなさい。私、無意味な肩書きには興味がないんですよね」

「駒野さんのそういうところが理想的なんだ」

　私たちのやり取りに、遠藤が目を白黒させている。どこまで本気にしていいか測りかねているのだろう。

　もちろんすべて冗談なのだろうけれど、いかんせん緋山社長はチャラチャラして見えるし、まだ若い遠藤にとっては刺激が強かったようだ。

　これ以上後輩に気を揉ませるのはかわいそうなので、出していただいたゲイシャコーヒーをしっかり飲み干し、お暇することにした。

「緋山社長、たぶん本気で口説いてましたよ」

　会社への帰り道。遠藤は真顔でそう言った。

「まさか。緋山社長は女性を褒めるのが上手なだけだよ。遠藤も見習いな」

　私が笑うと遠藤は「俺は彼女一筋なんで！」と頬を膨らませたのだった。






　土曜日。とうとうデートの日がやってきた。

　待ち合わせは午後三時。

　お互いに土日は午後まで寝ていたいという理由から遅めの時間で待ち合わせたのだが、私はこの日、珍しく午前中にはすっきり目が覚めた。

　楽しみすぎて昨夜はなかなか寝付けなかったのに早起きするなんて、まるで遠足の日の小学生みたい。

　二度寝しようとしたけど眠れず、午前中からじっとり汗をかく程度の運動をして、リンパマッサージをして、シャワーを浴び……と、ものすごく意識の高い人のような時間を過ごした。

　望月さんにプライベートな姿を見せるのは初めてである。私服も、下ろした髪も、彼には新鮮に映るだろう。

　私が今日選んだのは、マスタードイエローのフレアスカート。十月も下旬になって夜は冷えるので、トレンチコートも羽織ることにする。

　メイクは服に合わせていつもよりナチュラルに。髪は軽く巻くだけにした。食事の時はバナナクリップでまとめればいい。

　あちこち歩くので、靴はフラットなパンプスで決まりだ。

　会社での印象と違いすぎて、引かれませんように。






　先に品川駅に到着したのは私だった。

【ちょっと早いですが、到着しちゃいました。着いたら連絡ください】

　そうメッセージを送り時計のあたりで彼を待っていると、すぐに彼も改札から出てきた。

　望月さんはライトグレーのテーラードジャケットにアンクル丈のパンツのセットアップだ。今夜行く予定のレストラン――つまり先日シークレットパーティーがあったレストランのドレスコードが〝スマートカジュアル〟なので、それに合わせた装いである。

　ふだんのスリーピーススーツとは印象が違う。パンツと靴の間に見えるくるぶしが、なんかイイ。

　私服姿もカッコいいなぁと感心していると、彼はキョロキョロ私を捜し始めた。

　私から声をかける前に、彼はポケットからスマートフォンを出し耳に当てる。もちろん、着信したのは私だ。

『駒野？　俺だけど、どこにいる？』

　彼がそう尋ねた時、彼は私の目の前にいた。

「あなたの前方二メートルのところにおりますが」

『え？』

　そう。彼は私に気づかなかったのだ。

　キョロキョロしている間、私を何度も視界に入れたはずなのに、だ。

「こんにちは。今日はよろしくお願いします」

　そう言った私を見つけ、彼は目を見開いた。

「まさか、駒野か？」

「そうですけど」

「別人かってくらい会社と違うな」

「オンとオフを切り替えているので」

「いつもより小さくない？　背ぇ縮んだ？」

「今日はヒールをやめて、歩ける靴で来ました」

　引かれてはいないようだけれど、まさかここまで驚かれるとは思ってもみなかった。

「なんか、部下のいけないところを見てしまった気分……」

「似合いませんか？」

「いや、かわいい」

　望月さんは反射的にそう言って、直後「しまった」というような顔をした。

　かわいい？　今、かわいいって言った？

　出会って早七年半、髪型を変えようが、メイクを頑張ろうが、告白しようが、彼が私を女性として褒めたことなど一度もなかったのに。

　彼の声で「かわいい」と言ってもらえる夢を、もう何度見たことか。

　実際に言われてみると、嬉しさよりも照れが圧倒的に勝って、顔がみるみる熱くなる。

「気に入ってくれてよかったです」

「そんな顔するなよ。言った俺も恥ずかしくなるだろ」

　好きな人に自分を褒めてもらえるのって、こんなに嬉しいことだったっけ。

　心がムズムズして叫びたくなってしまう。

「とりあえず目的地に向かうか。次のショーは四時からだろ？」

「はい。人気があるので、展示を見るのは後回しにしてすぐにショーの会場へ向かった方がよさそうです」






　イルカのショーは想像以上に迫力があって、異世界に迷い込んだように幻想的で、心が震えるほどロマンチックだった。あまりに感動して、泣いてしまうほどに。

「おいおい、そんなに泣かなくても……」

　私が仕事のことで泣いても動じない彼が、イルカで泣くと動揺している。会社では見られないレアな表情を、泣きながらまぶたの裏に焼きつける。

「望月さん、連れてきてくれてありがとうございます……グスッ」

　この素晴らしいショーを彼と見られたことが嬉しい。好きな人と一緒だと、美しいものがもっと美しく見える。

「ＢＳ４最強のキャリアウーマンがこんなにメソメソしてる姿、他の社員には見せらんねーな」

「感動の涙を〝メソメソ〟なんて言わないで！」

「あはは。ギャップがあっていいんじゃん？」

　望月さんが楽しそうに笑う。

　よかった。彼もデートを楽しんでくれているみたい。

　私を気に入ってもらいたい。パーティーで私を選んでくれたのが他にピンと来る人がいなかったからだとしても、仕方なく私とデートをしているだけなのだとしても、「駒野もアリかも」と思ってもらいたい。

　……なんて、二度も振られたのに、欲張りだろうか。






　ショーのあとは展示を楽しみ、頃合いを見てスーヴニール東京のある銀座へ移動。シークレットパーティーで利用したレストランで、ディナーコースをいただいた。

　私たちはパーティーでもらった券を使って予約をしたのだけれど、コース自体がこれから関係を育むカップル向けになっている。席や料理にロマンチックな演出が施されていて、ちょっと照れくさい。

　これまで望月さんとは何度もふたりで食事に行った。でも、居酒屋やラーメン屋、ファミレスばかりだった。こんなにかしこまった場所では初めてだ。

　当たり前だけど、人は場の雰囲気で見え方が違う。洗練されたレストランでスマートに食事をする彼を見て、誰がものぐさだと思うだろう。

　望月さんは顔が整っているし、背も高い。ちゃんとすれば所作も美しい。

　仕事だってできるし、若くして役職付きだ。

　ちょっと口が悪いのは否めないけれど、それをたやすくカバーできる程度には他の魅力がある。

「望月さん。どうして急に婚活を始めたんですか？」

「それはパーティーの時に話しただろ」

　いい歳なのにもう三年彼女がいないから、だったか。

「そうじゃなくて、どうして私とほぼ同じタイミングなんですかって意味です」

　あまり聞かれたくなかったのか、彼はデザートのケーキを食べながら渋い顔をした。最後のひとかけらを口にして、紅茶をすする。

「駒野が婚活すると聞いて、焦ったから、かな」

「なぜです？」

　私が首をかしげると、彼はちょっと呆れた顔をして、軽くため息をついた。

　どうしてそんな顔をするの。

「……先を越されたくねーなと思ったんだよ」

「なにそれ。女子みたい」

「うるせーよ」

　彼はきっと、私の告白を過去のものだと思っている。

　私が今でも彼を好きだと言ったら、どんな顔をするだろう。

　今日のデートでますます好きになったと言ったら、どう思うだろう。

　私は、妻の候補としてどうですか？

　過去に二度も振られた私は、さすがに自分から聞く勇気を持てなかった。






　スーヴニール東京のレストランを出た私たちは、腹ごなしに日比谷まで歩き、カフェ・タリカ本店へ行くことにした。

　望月さんはカフェ・タリカもゲイシャコーヒーも未体験だそうで、「それならこの機会に」と私が提案したのだ。

「え、一杯千円もすんの？　たっけぇ！」

　ゲイシャコーヒーの価格の話をすると、コーヒーはもっぱら会社の自販機の彼は、たいへんに驚いたようだ。カフェチェーンなのにホテルのラウンジで飲むコーヒーレベルの価格なのだから無理もない。

「それだけ希少なんです。これでも自社農場で栽培したりして、限界まで価格を抑えているそうですよ？　個人経営の喫茶店では二千円はくだらないですから」

「それで十店舗まで増やせたのはすごいな。本契約、もうすぐだろ？　緋山社長に会えるから、いろいろ話を聞いてみようかな」

　カフェ・タリカ本店に到着。カウンターにいるスタッフに迎えられる。

「もしお腹に余裕があるなら、オリジナルアップルパイも食べませんか？　ちょっと変わったアップルパイで、サクサクしてて美味しいんですよ」

「ほう。それは楽しみだな」

「あ、ここは私がおごります」

「バーカ。俺はデートで女に金を払わせない主義なんだよ」

　彼はそう言って私をレジの前から押しのけ、クレジットカードで支払いを済ませた。

　バーカ、なんてふだんのように言うけれど、今日一日、部下ではなく女性として扱ってくれているのは、態度や仕草の違いからなんとなく感じている。

「望月さんって、意外と漢気おとこぎありますよね」

「意外とってどういう意味？」

「仕事の指示とか、小姑のように細かいじゃないですか」

「仕事については当然だろ。これまでに飯食った時だって、金なんか出させてないと思うけど？」

「いつもありがとうございます」

　私たちは四階へ上り、景色を望める窓際のカウンター席に横並びで座った。

　熱いうちにゲイシャコーヒーをひと口。独特の香りと風味を楽しむ。

「え、なにこれ。本当にコーヒー？」

　望月さんが初めてのゲイシャコーヒーの味に戸惑う。想像通りの反応だ。

「不思議な味がしますよね」

「うん。酸味がしっかりあって、ほのかに甘い。香りはなんとなく爽やかでフルーティー？　ブラックで飲むなら、俺は普通のコーヒーよりこっちの方が好きかも」

「おお～、飲みリポがうまいですね。他にもチョコレートみたいなコクがあるタイプとか、もっと甘い香りがするタイプとか、いろいろ種類があるんですよ」

　続いてアップルパイをひと口。

「うおっ。これめちゃくちゃ美味しい」

「よかった。緋山社長も喜びます」






　私たちがカップを空けた頃、時刻は午後十時になろうとしていた。そろそろデートはお開きだ。

「望月さん。今日はデートしてくれてありがとうございました」

　私が頭を下げると、彼は面食らって肩をすくめた。

「どうしたんだよ。急にかしこまって」

「だって、二回も振られたのにデートできる日が来るとは思ってなかったから。夢のような一日でした」

　これまで告白の話題を出すのは避けていたのに、とうとう私が引き合いに出したので、彼はちょっと渋い顔をした。

　こんな私でも、学生時代はわりとモテた。告白してくれた人にお断りの返事をする心苦しさは、多少なりとも理解しているつもりだ。

　私は彼に、そんな思いを二度もさせている。

「大げさだな」

　彼はそう言って困ったように笑い、私の頭を軽く撫でた。彼の手は私の髪を滑り、すっかり巻きが緩くなった毛先を弾ませる。

　むろん、彼にこんなことをされたのは初めてだ。

　頭を撫でられるのが、こんなにドキドキするものだとは思わなかった。

〝頭ポンポンは女子中高生の憧れシチュエーション〟と見聞きしても信じられなかったけれど、その魅力が今ようやく理解できた。

　もう二十九歳なのにこんな些細なボディタッチでときめくなんて、長らく恋愛と疎遠になっている間に免疫がなくなってしまったのかもしれない。

　そんな私の心理を知ってか知らずか、望月さんは店を出たタイミングでこんなことを言い出した。

「駅まで、手でも繋いでみるか」

「へぁっ？」

　驚きすぎて変な声が出た。

　頭ポンポン程度で簡単にドキドキしてしまうのに、手を繋ぐだなんてハードルが高すぎる。

「ほれ」

　望月さんはなんでもないような感じで左手を差し出す。

「あの、緊張で死にそうなんですけど」

　私がおずおずと右手を出すと、彼の手に重ねる前に強引に繋がれた。

「だから、いちいち大げさなんだよ。中学生かって」

「自分でもそう思っていたところです」

　彼の手は大きくて温かくて、しっとりしている。全身の体脂肪が少ないからか、大きいけれど薄くて骨っぽい。

「手、冷たいな」

　そう言って彼がキュッと強めに握る。

　ドキドキどころか、もう胸が爆発してしまいそうだ。

「秋が深まって、夜はもう寒いですからね」

　手を繋いだまま歩きだす。お互いに口数は少ない。

　街の喧騒とお互いの靴の音。手を繋いで歩く他のカップルを見て、私たちもあんな風になれたら……と夢を見た。

　自分の手から彼に、脈が伝わっているのを感じる。

　彼は日比谷駅から乗り換えなしで帰れるのに、わざわざ私が利用する銀座駅まで送ってくれた。

　改札での別れ際。望月さんは手を振り、笑顔で告げた。

「じゃあな。気をつけて帰れよ」

　ふだんは仕事で遅くなっても「気をつけて」なんて言わないくせに。

　こんなタイミングでサラッと言ってくるのはずるい。

　入社二年目からずっと好きで、振られても諦めきれなくて、もうこれ以上気持ちが大きくなることなんかないと思っていたのに……。

　デートしてみたら、これまでよりずっと彼を好きになってしまった。

　彼を諦めるための婚活は、おそらく大失敗だ。
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第四章　二度目のお誘い












　秋が深まり木々の葉の減りが目立ちはじめた十一月初旬。

　婚活パーティーの主催である株式会社フロールから、パーティーでカップル成立した女性向けの簡単なアンケートが来た。






【カップルになった方と連絡先の交換はしましたか？】

　――はい

【カップルになった方とデートをしましたか？】

　――はい

【デートをしてみて、お相手の印象はどう変わりましたか？】

　――パーティーの時よりよくなった

【お付き合いに発展しましたか？】

　――いいえ






　望月さんとのデートから約十日。私たちの関係は、まったくもって変わっていない。

　デートの翌々日、週明けの月曜日はドキドキしながら会社に行った。

　いい感じにデートして、手まで繋いだのだから、ちょっとくらい関係に変化があるのではないかという期待があった。

　たとえば、休憩中にデートのことを話題に出すとか、仕事中とプライベートの格好の違いに言及するとか、匂わせ程度のことはあると思っていた。

　まっっったくなにもない。悲しいくらいにいつも通りだ。

　……まぁ、匂わせないのは、私も同じだ。それでも、彼にそれらしき様子が見られたら、私も応えるつもりだった。

　私たちはデートを終えたあとお礼のメッセージを送り合ったのを最後に、個人的なメッセージのやり取りすらしていない。トークアプリの【望月恭平】は、どんどん下へと押しやられている。

　もしかしてデートは私の見た夢だったのでは、という懐疑すら浮かぶ。

　頭を撫でられて感じたドキドキ。手を繋いで歩いた時の浮き足立った感覚。あんなに強烈なときめきが夢であるはずないし忘れたくないと、大切にあの日を思い起こす。

　せっかく望月さんとのデートだったのに、写真の一枚くらい撮ればよかった。写真なんて頭にも浮かばないくらい、プライベートの彼の姿を目に焼きつけるのに夢中だった。

　それに、望月さんだって写真など一枚も撮らなかった。

　私とのデートなんか、記念に残す価値もないと思ったのかもしれない。






　この日、カフェ・タリカの緋山社長からこんなメールが来た。

【銀行からＡ案を採用するのに十分な融資を受けることができませんでした。正確には、融資自体は予定通り受けられたのですが、高額なコーヒーマシンが一台ダメになってしまい、融資額の一部をそちらへ流用することにしたため、足りなくなったというのが実情です。追加の融資の相談をしたのですが、世界的に流行した感染症の影響で慎重になっているのか、金利の上乗せを条件に付けられ断念しました。この状況を踏まえて再度打ち合わせをお願いしたいので、できるだけ早急にお時間をいただけませんでしょうか】

　私は即座にこのメールを望月さんと遠藤に共有し、緋山社長と電話で連絡を取った。

『駒野さん、ごめんね。さすがにコーヒーマシンだけは譲れなくて』

　そのマシンがゲイシャコーヒーを美味しく淹れるための特注品であることを、私も承知している。

「コーヒー店ですもの。マシンを優先するのは当然です」

　それに、金利が一パーセントでも上がればカフェ・タリカが負担するコストは格段に増えてしまう。感染症による経済縮小の影響を考慮すれば、これ以上リスクを負うのは避けたいに決まっている。

　ＢＳ４の顧客は中小企業。このようなこと……つまり予定外の出費の発生でプランが潰れるという事態はたまに起こる。状況に合わせて提案を調整するのも私たちの仕事だ。

　ＤＴＩより安くシステムを導入できる中小企業向けの業者はたくさんあるのに、あえて大手である我が社を選んでくれているのは、緋山社長がこの先店舗を全国展開していくつもりがあるからだ。我が社なら、会社がどんなに大きくなってもニーズに合ったソリューションを提供できる。あとになって一からシステムを変えるより手間や費用がかからないので、結果的に会社の利益に繋がる。

　私たちはこれまでにもたくさんの中小企業の成長をＩＣＴで支えてきた。

　その中には、今や全国に名の知れた大企業へと成長した会社もいくつかある。

　カフェ・タリカだって、きっと。

「新たな提案、早急に作成してお持ちします」

『お手数をおかけしますが、よろしくお願いします』

　ちょうど明日、本契約の締結を行う予定だった。このアポを打ち合わせに使うことにして、望月さんや遠藤と新たな提案を練る。

「僕はＢ案で導入してもいいと思いますけど」

「緋山社長はＡ案のメリットをよく理解してるから、それは望んでないと思う。それに、コーヒーマシンの金額を考えたら、Ｂ案でもキツいんじゃないかな」

「目下の問題はイニシャルコストってことだよな？」

「はい。となると、方法は絞られますよね」

　仕事は自分さえしっかりしていればスムーズにいくというわけではない。予期せぬトラブルやアクシデントが突然かつ理不尽に降ってくるものだ。

　それらに対処できるようになって、初めて一人前と認められる。

　大きな失敗をした時、そう教えてくれたのは望月さんだった。

　私のことを、人はキャリアウーマンとかバリキャリ女子と言う。

　でも私はキャリアウーマンに憧れているわけではなく、ただ望月さんに認められて気に入られたいという気持ちで働いてきた。

　不純な動機かもしれないが、この気持ちがピンチの際、私の支えになっている。






　翌日、私たちは三人でカフェ・タリカ本店を訪れた。

「いらっしゃいませ。本日はよろしくお願いします」

　今日もスタッフと同じ制服姿の緋山社長が出迎えてくれて、先日と同じ四階のソファー席へ。

　望月さんと緋山社長は初対面なので、名刺を交換し、自己紹介や世間話をしている。その隙に、私と遠藤は今日の打ち合わせの準備をしておく。

「ビジネスソリューション４課、課長の望月と申します。はじめまして」

「はじめまして。カフェ・タリカ代表の緋山です」

「いやぁ、お若くて驚きました」

　やり手イケメン同士、彼らは気が合うのではないだろうか。

　私は適当に相槌を打ちながら、いつもよりシャキッとしてカッコいい望月さんを盗み見る。

「ここ三年で十店舗への拡大に成功されていますね。今後は首都圏外にも展開を予定されているのでしょう？」

「もちろん、そうできればいいなと思っています。ただ、僕ひとりではそろそろ限界が。駒野さんみたいな人材が欲しいなと思っているところなんですよ」

「駒野は優秀ですからね。うちも助かってますよ」

　あ、褒められた。緋山社長に同調しただけだとしても嬉しい。

「うらやましいなぁ。うちはまだまだ会社が小さいので、営業や開発も僕だけで動いているんですよ。だから先日、彼女に嫁に来てほしいと頼んだんですけどね。軽くあしらわれました。あはは」

　和やかに話していたと思ったのだが、急に空気が張り詰めた……ような気がした。気がしただけで、緋山社長も望月さんも変わらぬ笑顔だ。

「……はは。彼女は簡単には靡かないでしょうね。ＤＴＩでも、鉄の女として知られているんですよ」

　なんだろう、この雰囲気は。

　鉄の女って、原因は私に靡いてくれなかったあなたではないですか。

　なんてもちろん言わないけれど、それにしたって私が口を挟める感じではない。遠藤もなにかを察して笑顔を引きつらせている。

　ここで、スタッフの女の子がコーヒーを運んできてくれた。緊張感が一気に緩み、場はふたたび和やかに戻る。

「望月さんはゲイシャコーヒーを飲んだことがありますか？」

　緋山社長の質問にドキッとした。デートでこの店へ来た時の記憶がよみがえる。

「はい。先日プライベートでこちらにうかがう機会があって、その際に初めていただきました」

　自分の拍動が強くなった。全身が軽く脈打っているのを感じる。

　せめて顔には出さないようにしなければ。遠藤はともかく、緋山社長は勘の鋭い人だ。

「それはそれは。ありがとうございます」

「あれも美味しかったな。えっと……なんだっけ？」

　望月さんが不意に話を振ってきた。私はつい条件反射で答えてしまう。

「アップルパイです」

「ああ、そうそう。アップルパイ」

　イケメンふたりが笑顔のまま、また場が凍りついた。遠藤が〝いけないことを聞いてしまった〟というような顔で私を見ている。

　しまった、と思ってももう遅い。

　こんなの、私と望月さんがプライベートで会ったのを白状したのと同じだ。

　そう仕向けたのはどう考えても望月さんである。なぜ？

　緋山社長の話から、私がＤＴＩを辞めてカフェ・タリカへ行くかもしれないとでも思ったのだろうか。あんなの、冗談に決まっているのに。

「……アップルパイ、うちの自信作なんです。気に入っていただけて嬉しいです。後ほどお持ちしますよ」

「いやいや、おかまいなく。またプライベートで食べにうかがいますので」

　ねぇ。それは、誰と？






　妙な雰囲気にハラハラさせられたが、仕事の話を始めると健全なビジネスモードになった。

　私たちからは先日のＢ案に加え、Ａ案と同じ機器をリースで導入するＤ案とＥ案を提示。五年間のトータルコストは当初採用予定だったＡ案より若干増えてしまうけれど、銀行の金利ほどではないし、別にメリットもある。

「なるほど。これならリスクヘッジにも繋がるし、悪くない」

「これからどんどん店舗数を拡大するのであれば、リスクヘッジの役割とメリットは大きくなると思います」

　提案について話をするのは主に私だ。望月さんと遠藤が要所で補足してくれる。緋山社長は今日も熱心に話を聞いてくれて、随所で鋭い質問があった。

「いったんＦＰフィナンシャルプランナーや税理士とも話し合いますが、Ｄ案を採用するつもりで動きます」

「ありがとうございます。我々は、引き続き予定通り導入ができるよう、準備させていただきますね」

　中小企業を担当するＢＳ４では、基本的に小型端末のリース契約は行っていない。小難しい理由がいろいろあるが、ざっくり言えば双方にあまりメリットがないからだ。

　それでも事情があってリースを採用する際は、課長から部長に稟議申請して特別に許可を取る。稟議をたった一日でもぎ取れたのは、カフェ・タリカの将来性と仕事が速い望月さんの協力があったからだ。

　無事に話をまとめられた私たちは、やりきった気持ちでカフェ・タリカを出た。






　カフェ・タリカから駅への道すがら、望月さんの社用携帯に着信が。

「はい。ＤＴＩ望月です」

　なにやら深刻に話しているなぁと思ったら、「俺担当のクライアントから呼び出された」と言って、ＤＴＩ本社へ戻る私たちとは違う路線へと行ってしまった。

　このタイミングで遠藤とふたりきりにはしてほしくなかったのに……。

「主任」

「なに？」

「課長とプライベートでカフェ・タリカって、どういうことです？」

　やっぱり来たか……！

「ちょっと、たまたま、いろいろあって」

　婚活パーティーでカップルになってデートしましたと正直に言っていいかわからないので、ここはとりあえず濁しておくことにする。

「話せないなら無理には聞きませんけど、緋山社長とバチバチやるのはもう勘弁してほしいっす。肝が冷えるんで」

「バチバチ？」

　妙な雰囲気になったあの時のことを言っているのだろうが、遠藤には彼らが火花を散らしているように見えていたらしい。

「あのふたり、主任をめぐってマウント取り合ってたじゃないですか」

「え？　私？　めぐってって、まさかぁ～」

　緋山社長が私を気に入ってくださっているから、それに合わせて話しただけだ。プライベートでお茶をしたことはバレてしまったけれど、望月さんとはお付き合いしているわけではないし……って、考えたら悲しくなってきた。

　私はこの間のデートで初めて部下ではなくひとりの女性として扱ってもらえたけれど、結婚に向けて関係を発展しようとは思ってもらえなかったのだ。

「主任ってほんとイケメンハイスペキラーですよねぇ」

「なに言ってんの。そんな人に相手にされたことないよ」

「主任が鈍感なだけですって」

　遠藤は呆れたようにそう言ったけれど、私はイマイチ腑に落ちない。

「遠藤の言う通りなら、とっくにセレブ妻になって優雅に暮らしているはずでしょ？」

　誰と結婚したとしても仕事を辞めるつもりはないけれど、きっと今ほどは頑張れなくなる。毎日高いヒールを履いて、バッチリメイクをして、虚勢を張って、必死に働いていられるのは、望月さんが好きだからだ。

　もし私が別の人を好きになったら、ビジネスパーソンとしての私は腑抜けてしまうかもしれない。






　この日の午後五時。集中力とエネルギーが切れた私はオフィスを出てラウンジへと向かった。

　ラウンジには先客が数人おり、その中に見慣れた同期の背中を見つけて声をかける。

「お疲れ」

「……お疲れ」

　吉永は今にも死にそうな顔でこちらを向いた。寝不足なのだろうか。目の下にうっすらクマがあるし、肌が荒れている。

「どうしたの？　唯一の取り柄が台無し」

「唯一ってなんだよ。俺は顔もいいけど愛想もいいぞ」

「あー、はいはい。たしかにね」

　彼がメインになって動かしているプロジェクトが大詰めだと聞いている。今が踏ん張りどころなのだろう。

　同じ〝見た目がよくて仕事ができる男〟でも、吉永と望月さんはまったくタイプが違う。

　キラキラ王子さまタイプの吉永は、百点満点の笑顔で周囲を惹きつけ引っ張っていくカリスマヒーロータイプ。

　対してものぐさキャラの望月さんは、見えないところでこっそり周囲を支え、ピンチの時に助けてくれるアンサンヒーロータイプだ。

　どちらも魅力的だと思うのだけれど、女子たちの支持は圧倒的に吉永の方に向いている。

　こうして休憩している間も、五時ピタ退勤の女の子たちが「吉永さぁん、お疲れさまでしたぁ」と声をかけて帰っていく。望月さんにはこうはならない。愛想の差か。

　望月さんのことを考えていたら、本人がエレベーターホールの方からやってきた。カフェ・タリカで別れて数時間経つが、ようやく帰社できたようだ。

　それにしても、ダルそうに歩いているなぁ。シャキッとすればカッコいいのに、そんな顔をしているからものぐさだと言われるのだ。

　彼はラウンジの私を見つけるなり、ムッと表情を歪めた。なぜ？

「あ、望月課長。お疲れさまです」

　先に声をかけたのは吉永だった。

　ふたりは出身大学が同じで、先輩後輩だ。といっても在学期間がかぶっていたわけではなく、就活時にＯＢ訪問で知り合ったらしい。

「おう、お疲れ。吉永、なんか疲れてんな」

「ここのところ、まともに寝れてなくて」

「無理すんな……つっても、それが無理な時期なんだろうな」

「あはは、はい。今週いっぱいは自分の体との勝負ですね」

　美男ふたりが話しているのを邪魔しないよう、静かにペットボトル入りの水を飲む。

　ポケットに入れている私用のスマートフォンが震えた。フロールから、次の婚活パーティーのお誘いメールだった。アンケートで〝お付き合いには発展していない〟と回答したからだろう。

　ふたりの会話がしばらく続くだろうと思っていたけれど、望月さんがすぐに切り上げた。

「駒野。ちょっとツラ貸せ」

「え？　はい」

　スマートフォンをポケットにしまって吉永に「じゃあね」と言い、空になったボトルを捨てて、先に歩きだした望月さんについていく。

　望月さんはバッグを抱えたまま早足でＢＳ４のドアを通過。滅多に立ち入らない給湯スペースに入り、照明を点けた。

　狭いところでふたりきり。彼の背が高すぎて、圧迫感がすごい。ドキドキが倍になる。

「こんなとこで、どうしたんですか。愛の告白？」

「そうだよ」

「え」

　わかっている。冗談に冗談で返しただけだ。いちいちドキッとしていたらキリがない。

　彼は手に持っていたバッグを床に置き、腕を組んで私を見据える。

　やっぱりなんだか不機嫌だ。自覚はないが、ミスでもしてしまったのだろうか。

　私は恐々と彼の言葉を待つ。

「次のデートはいつにする？」

「……へ？」

「だから、デート。こんな話、オフィスじゃできねーだろ」

　ツラ貸せ、なんて言うから身構えていたのに、ビビって損した。

　いやいや、そんなことより。

「望月さん、私と関係を進展させる気があるんですか？」

　最初のデート以来、今日カフェ・タリカで緋山社長と話すまで、デートを連想させるようなことはなにもなかった。

　だから彼にはまったくその気がないのだと思っていた。

「進展させるかどうか、お互いをジャッジするためのデートだろ」

　私、彼の恋人に……彼の妻になれる可能性が、まだあるの？

　胸の奥から熱いものが湧いてくるのを感じる。その熱が顔に集まってきた。

　それをごまかすため、精一杯の強がりを口に出す。

「タイプじゃないって言ったくせに」

「三年も前の話だろ。あの頃は子供っぽいと思ってたけど、大人になるにつれて綺麗になったし、この間のデートではかわいかった」

「なっ……！」

　セリフに加えて、初めて見る照れた表情のインパクトがすごい。嫌味を言ったのに、返り討ちに遭ってしまった。

　顔が熱い。自分がどんな顔をしているかわかったもんじゃない。人目を避けて給湯スペースに入ってよかった。

　望月さん、いったいどうしちゃったの？　私なんかにこんなセリフを吐くような人ではなかったのに。嬉しいけれど調子が狂う。いつものように軽口が叩けない。

　驚きと照れと喜び、そして戸惑いが、全身をものすごい勢いで駆け巡る。

　彼に恋してからの六年の中で、今がいちばんドキドキしている。

　脈がある……と、今度こそ思っていいのだろうか。勘違いするのは怖い。

「さっそくだけど、今週末は？」

「すみません。友人の結婚式が入ってます」

「結婚式？　たしか先月の初めにも出席したって言ってなかったか？」

「二十九歳なんで、同級生の駆け込み婚が多いんですよ。いまどき三十路超えての結婚なんて珍しくはないですけど、できれば二十代のうちにウェディングドレスを着たいのが女心なので」

　残念ながら、私は着られそうにないけれど。

　そう言ってしまうと自分が惨めになるので、ここで口をつぐむ。彼は察したように苦笑いを浮かべた。

「……そうか。じゃあ、来週末はどう？」

「空いてます」

「決まりだな。詳細は追って決めよう。連絡する」

　望月さんはそう言い残し、バッグを持って先に給湯スペースを出ていった。

　広く静かになったこの場所で、しばらく呆然とする。

　望月さんと、またデートができる。

　前回のデートでは「かわいい」と言ってもらえた。頭を撫でられてドキドキした。手を繋いで歩いた。改札まで送ってくれて、気をつけて帰れと言ってもらえた。

　あんな夢のような一日を、また過ごせるの……？

　室内の給湯器がウィーンと音を立て、なにやら作動を始める。その音で、私はようやく我に返った。

「仕事しよう……」

　浮かれてばかりで失敗でもしようものなら、せっかく掴みかけたチャンスをふいにしかねない。

　私はいったん深呼吸をして、背筋を伸ばしＢＳ４のオフィスへと戻った。

















第五章　二度目のデート












　今日は高校時代の友人の結婚式。

　私は新調した赤いドレスに身を包み、いつも以上に高いヒールを履いて、指定のホテルへと赴いた。

　ホテル内のチャペルで愛の宣誓の証人になったのち、フロアを移動して披露宴会場へ。開宴までの間、久々に会う級友たちとのおしゃべりに花を咲かせる。

「えっ？　杏菜、婚活してるの？」

「うん。三十歳になる前にって思って」

　私が婚活を始めたと告げると、同じテーブルの友人たちはみな驚いた顔をした。

「ＤＴＩでしょ？　出会いなんか腐るほどありそうなのに」

「仕事で男性と関わる機会は多いけど、モテないんだもん」

　ＤＴＩには私なんかよりかわいらしい女子社員がたくさんいる。それに、仕事関係者には、怖そうだとか一緒にいても気が休まらなさそうだと思われているのは間違いない。

　実は何年か前に「あなたにいじめられたい」と言ってきた人がいたのだが、そのような趣味はないと丁重にお断りした……ということはあったけれど、ノーカウントにしている。

「いやいや。杏菜、才色兼備でモテモテだったじゃん」

「言うほどではないけど、今より昔の方がモテたのはたしかだね」

　過去の私は、今よりずっとかわいげがあったのだろう。

　ＤＴＩのビジネスソリューション部で女性営業スタッフとしてやっていくためには、男性に媚びない姿勢が必要だ。ビジネスにおいて媚びる女は信用されない。信用されなければ仕事にならない。

　ただし、媚びないということは、モテを放棄することとニアリーイコールだ。我が社の女性営業スタッフに独身者が多いのは、その結果とも言える。

　正直私には、モテなんてどうでもよかった。

　ただひとり、尊敬する望月さんに「頑張っているな。よくやった。デキる女だ」と思ってもらいたい。女性として見てもらうために彼に媚びて、ビジネスパーソンとして幻滅される方が耐えられない。

「じゃあ、今日はチャンスじゃん！」

　隣の席の友人が張り切った声をあげた。

「チャンス？」

「結婚式と言えば出会いの場でしょ」

　彼女の言葉に、他の友人たちも「そうだそうだ」と賛同する。

「え？　私、そんなつもりじゃ……」

「二次会で新郎側の友人に話しかけまくって、仲よくなろう」

「杏菜なら、むしろあっちから来るでしょ」

　彼女たちはみんな結婚していたり彼氏がいたりで、独り身は私だけ。お節介を焼く気満々のようだ。

「だから私、そんなつもりはないってば」

　私の言葉をかき消すタイミングで披露宴が始まった。間もなく新郎新婦が入場し、会場はおおいに盛り上がる。

　新郎新婦は会社の同僚。新郎は花嫁である私の友人のふたつ先輩で、彼の猛アタックによって結ばれたらしい。

「いいなぁ……」

　ふたりの微笑ましい馴れ初め紹介を聞いて、私は思わず小さく呟く。

　私にはもう何年も〝愛される〟ということがなかったから、新婦がうらやましい。

　青春を共に過ごした彼女が末永く幸せでありますように。

　そして、私も誰かに愛される幸せを得られますように。

　願わくば、その相手が望月さんでありますように。






　友人たちのお節介で、私はたくさんの新郎友人とおしゃべりをして、最終的に五人の男性と連絡先を交換した。

　婚活パーティーに二回参加して望月さんひとりとしか連絡先を交換できなかったのに、同級生の結婚式に参加しただけで五人って……。

　バリキャリ感のないお呼ばれドレスがよかったのだろうか。それともアピール下手なプロフィールシートがないのがよかったのだろうか。

　式の翌日、五人の男性たちと当たり障りのないメッセージをいくつか交わした。

　私を心配してお節介を焼いてくれた友人たちには申し訳ないけれど、来週大本命こと望月さんとのデートを控えている私としては、誰も彼もピンと来ないというのが正直なところだ。






　翌週の半ば。

　望月さんは始業時刻直前に死にそうな顔をして出社した。

　せっかくのスリーピースなのにネクタイを結んでいない。髪もセットされておらず、パーマヘアがあまりに無造作だ。おまけに髭も剃っていない。メガネをかけているのは、コンタクトを入れることさえ面倒だったからだろう。

　原因はわかっている。二日酔いだ。

　望月さんは、基本的にはいくら飲んでも平気な酒豪なのだけれど、日本酒だけは体に合わないそうで、二日酔いを起こす。

　ただ、懇意にしてくれているクライアントのお偉いさんが清酒好きなのだそうで、飲みに付き合わされるたびに翌朝こうなるのだ。飲まなければいいのだが、日本酒自体は嫌いではないし、客に勧められた酒を断るのは彼のポリシーに反するらしい。

　彼のこんな様子を見た他部署の女子社員たちが〝ものぐさ〟と揶揄したのをきっかけにあだ名になったわけだが、実は私には、こんな彼がセクシーに見えている。

　だって、もし彼と夜を過ごしたら、起きがけはきっとこんな感じだと思うのだ。いろいろと妄想が膨らむ。

「おはようございます、望月さん」

　私が声をかけると、彼は虚ろな目をこちらに向けた。

「……はよ。悪いけど、俺、午前中はいつもの半分くらいしか動けねーわ」

「見りゃわかりますよ。また飲まされたんですね？」

「お察しの通り」

　付き合いを大切にしているだけで、安易に飲んだくれているわけではないと、我々ＢＳ４のメンバーは理解している。

「手伝える案件があればやりますから、回してください」

　二日酔いの彼をサポートするのは私の役目というのが、課の中では暗黙の了解になっている。そうなるよう、私が自分から率先して動いてきた。彼の役に立ちたいし、セクシーな彼の観察もしたいからだ。

「助かる」

　そう言って微笑んでもらえるだけで、単純な私はすぐやる気になる。彼のためにする仕事はちっとも苦にならないから不思議だ。

「とりあえず、もう少し復活したら毛関係どうにかしてきてくださいね」

「けかんけい……」

　彼はそう呟いて顎の無精髭を撫でた。そんな姿もグッとくる。

　この状態で出社することがたまにあるため、彼のロッカーには髭剃りセットや整髪料が常備されている。切らしていなければ、使い捨てのコンタクトレンズも。

「髭はともかく、髪ボッサボサでひどいですよ。あ、ネクタイは持ってます？」

「カバンに入ってる」

　望月さんはダルそうにカバンからＰＣとネクタイを取り出した。ノートＰＣでシステムを立ち上げている間に、モタモタとネクタイを結ぶ。

　細くて喉仏の目立つ白い首。私がネクタイを結んであげられたら……なんて想像して、ひとり密かに照れる。

　二回目のデートは今週末。楽しみな気持ちが顔に出てしまいそうで怖い。

　気を引き締めるためにも、まずは任された仕事を頑張ろう。

　そう意気込んでいると、望月さんから社内チャットが来た。共有されたファイルのアドレスの下に、短いメッセージが添えられている。

【埋め合わせは週末に】

　私は条件反射で彼の方を見る。

　彼は変わらずダルそうな姿勢でＰＣを操作している。モニターの光を反射するメガネと口元を覆う手のせいで、表情は見えない。

　私はきゅうっと胸が絞られる感覚に耐えながら、チャットのアドレスをクリックした。






　それから数日。とうとう週末がやってきた。望月さんと二回目のデートだ。

　今日はお台場の気になっていたスポットに足を運んだあと、豊洲でバーベキューをすることになっている。

　ものすごく意外だったのだけれど、望月さんは大学時代、キャンプサークルに所属していたらしい。しかも代表を務めていたのだとか。

　先代の代表、つまり彼の先輩がバーベキュー施設を経営しているそうで、通常なら四人以上でしか利用できないところを、特別にふたりで利用させてくれるらしい。

　煙を浴びたり油やタレが跳ねたりする可能性があるので、汚れてもいい服装を指定されている。

　十一月中旬に入って寒くなってきたし、でも一応デートだし。着る服のチョイスが難しい。

　私は〝デート　バーベキュー　服装〟で何度も検索して、パーカーの上にカーキ色のブルゾン、下は黒のデニムという、定番のスタイルを選んだ。これにニット帽もかぶる。靴はもちろんスニーカーだ。

　メイクも服に合わせてカジュアルなカラーメイクを施した。ブルゾンに合わせてマスカラとアイラインをカーキ色にしたのだけれど、まぁ、望月さんがそこに気づくことはないだろう。






　待ち合わせはもちろん午後。場所はお台場海浜公園駅のホーム。

　私が列車を降りると彼はすでにベンチに座って、私を待ち構えていた。

「おっす」

　今日は彼もラフで、パーカーにデニム生地のジャケットを羽織っている。黒のパンツがかぶってしまったけれど、トータルでお揃い感はないからよしとしよう。

「こんにちは。お待たせしました」

「そんなに待ってねーよ。俺もさっき着いたとこ」

　そう言って立ち上がる。私がヒールを履いていないので、いつもより背が高く見える。

　今日もカッコいいなぁ。こんなにカッコいいのに、どうして三年も彼女ができなかったのだろう。不思議だ。

「ん？　なんだよ。人の顔をジロジロと」

「望月さん、カッコいいなと思って」

「は、はぁっ!?　なんだよ急に」

　まんまと照れてくれた。前回のデートで私をかわいいと言ってくれたし、先日は綺麗になったとも言ってくれたから、今日は私が彼に素敵だと思っていることを伝えたかったのだ。

「いつもそう思ってますよ？　二日酔いの朝でも」

「おまえ、見る目腐ってんじゃねーの？」

「失礼な。二日酔いの朝の望月さんは、無防備でセクシーなんですよ。知りませんでした？」

「そんな風に思ってるの、駒野だけだぞ。趣味悪すぎて心配になるわ」

　彼は呆れを含んだ笑みを浮かべながら私の右手を取った。そのまま自然と歩きだす。

　今日も手を繋いでくれるんだ。嬉しくて頬の筋肉が緩んでしまう。

　これは、判断のためのデートだ。

　このまま彼に〝駒野と付き合いたい〟〝駒野と結婚したい〟と思ってもらえるにはどうしたらいいのだろう。

　もう何年も彼にそう思われたくてアピールし尽くしてきたから、これ以上なにをしていいかわからない。

「……好きです」

　私はずっと、あなた一筋でした。

「ん？　なんか言ったか？」

「言ってません」






　私たちはまず、有名な蝋人形館を巡った。

　著名な人たちを忠実に再現した人形と記念撮影をするという口実で、彼の写真をたくさん撮る。同じように、彼も私の写真をたくさん撮ってくれた。

　そしてその写真をトークアプリのアルバム機能で共有し、海浜公園のビーチで見ながら笑う。

「あああ、芸能人と並ぶと、顔面偏差値の差が浮き彫りになりますね……！」

「やっぱテレビに出てるやつらって整ってんだな」

　ハリウッド俳優の横でポーズを決める彼の写真を見て、それでも私はあなたの顔の方が好きだけどな、と思う。

「この人形って、実物大なんですよね。見てくださいよ。顔小さいしかわいい」

　画面を向け、アイドルと私のツーショットを見せる。すると彼は、画面を覗いて事も無げに言った。

「え？　俺、駒野の顔の方が好きだけど」

　心臓が止まりそうになった。

　私も同じことを思っていたから、心を読まれたかとも思った。

　勘違いしちゃいけない。顔を比較して私の方が好みだったと言っただけで、私を好きだと言ったわけではない。

「目が腐っているのは望月さんも同じですね」

　嬉しさを隠し、憎まれ口を叩く。

　デートなんだし「ほんとに？　嬉しい」くらい言った方がかわいいのはわかっているけれど、つい会社にいる時と同じノリで返してしまう。

「おまえほどじゃないけどな」

　彼も同じノリで返してくれてホッとした。でも同時に反省もする。

　望月さんは、手を繋いだり唐突に褒めたり、少しずつではあるが会社とは違う雰囲気を演出しようとしている。

　だけど片想いをこじらせ恋愛ご無沙汰な私にはハードルが高くて、ちょっと恋愛ムードレベルを上げられるたびに、レベルを戻すような言動を取ってしまう。

　二十九歳。もういい歳なのに、大人らしい恋愛ができない。

　彼とてこんな私を面倒に感じているのでは。

　そう考え至って、私はアイドルに勝って得た自信を失った。






　日が傾いてきた頃に、豊洲へと移動。

　望月さんの先輩が経営しているバーベキュー場は、想像よりずっと広くておしゃれだった。

　地面は黄土。そこにさまざまな種類のテントが張られている。テントの色はアイボリーで統一されていて、ナチュラルな感じがいい。

　バーベキュー利用者向けのドリンク供給、そしてカフェバーやトイレなどの建物はすべてウッディな小屋だ。世界観がしっかりしていて、写真映えもする。

　私たちは、キャンプファイヤー近くのテントに案内された。

　ティピの出入り口にタープが設置されていて、タープの中に木製のテーブルとベンチがある。その脇にバーベキューグリルが置いてあるので、調理はここでするのだろう。

　ティピの中にはローテーブルとゆったり座れる椅子が二脚あり、中に入れば外部の視線を逃れられる。ランプを灯すと、かなりいい雰囲気になった。

「ここすごい！　おしゃれ！　写真撮っていいですか？」

「好きなだけ撮れ。そんで拡散しろ。先輩が喜ぶ」

「ＳＮＳは見る専門で投稿はやってないので、拡散は望月さんにお任せします」

「俺も投稿はやってない」

　タープのベンチの脇にクーラーボックスが置いてある。バーベキューの食材はすべてこの中に入っていた。

　望月さんが慣れた手つきでグリルの炭に火をつける。火がある程度広がったら、強火、中火、弱火のゾーンができるように炭を配置し、網を載せた。

「すごく手際がいいですね」

　バーベキューと疎遠だった私は見たこともやったこともなかったので、感心してしまった。

「まぁな。いいから駒野は座って酒でも飲んでろ」

「え、望月さんが作ってくれるんですか？」

「そのつもり。俺はバーべキューにはうるさいんだよ。肉を焦がすやつは許さない」

　私は野菜を串に刺す作業だけ「やりたい」と言って手伝わせてもらい、あとは望月さんの言う通り、食べることに専念した。

「ほら食え」

「望月さんも食べてくださいよ」

「食ってるだろ」

「さっき私の皿にひと切れ多く入れたの、知ってるんですからね」

　鍋奉行ならぬ炭奉行と化した彼は活動的でイキイキしていて、〝ものぐさ課長〟なんて呼ばれる前のＳランク営業マン時代を思い出させる。

　彼の好きなものをひとつ知ることができて、それを一緒に楽しめて嬉しい。

「さて、デザートの焼きマシュマロで最後だな」

　クーラーボックスから出てきたのは、直径五センチ×高さ六センチの円筒形の、白いマシュマロだった。彼はそれを金串に刺し、私にひとつ手渡す。

「マシュマロでかっ！」

「このサイズがいいんだよ。ほら、焼きに行くぞ」

　マシュマロはグリルではなく、施設中央にあるキャンプファイヤーで焼くのだという。

　キャンプファイヤーには他のテントの利用者も集まっていて賑やかだ。暗くなって冷えてきたので、温まりに来ているのだろう。

　望月さんがマシュマロを火にかざす。いい感じに色がついてきたところで出すのかと思いきや、マシュマロに引火するまでかざし続けた。

「望月さん！　焦げてますよ！」

「いいんだよ、これで」

　彼は串を回し、マシュマロがムラなく焦げたところで息を吹きかけ、火を消した。マシュマロは黒くなっている。

「真っ黒じゃないですか」

「素人はビビってここまでやらないけど、これが正解なんだって」

「ええ～」

　彼は得意げな顔で黒いマシュマロにかぶりつく。サクッと軽い音がして、甘くて香ばしい香りが伝わってきた。

　彼がかじったところは白く、軽く糸を引いてとろりととろけた。

「うん、うまい。やってみ？」

　促され、彼を信じて私もマシュマロに火をつける。

「あんまりやりすぎると中まで焦げるから……うん、それくらい」

　息を吹きかけ消火。ちょっと疑いながら、おそるおそるかじりつく。

　さくっ、ふわっ、とろっ、と心地いい食感。次に香ばしい甘さが広がった。いい具合にキャラメリゼされている。

「めっちゃ美味しい！」

「だろ？」

「こんなの、初めて食べました！」

「小さいサイズのマシュマロなら、竹串に刺して家でも焼けるぞ」

「今日絶対マシュマロ買って帰ります」

　風が吹いてきたので、私たちは自分たちのテントに戻ることにした。

　ランプを灯したティピの中に入り、椅子に腰掛ける。

　ティピの中は暖かくて静かだ。座る前に椅子を寄せたので、望月さんとの距離が近い。

　私が外で冷えた手を擦り合わせると、それに気づいた彼が覆うように私の手を包んだ。

　彼の手の温もりがじわじわ伝わってくる。重ねた手に脈を感じるのは、私の鼓動が強くなっているからだろう。

　望月さんがなにも言わない。沈黙が怖くて言葉を探すけれど、見つけられない。

　外で若いグループがはしゃいでいる声が聞こえる。

　重なった手を見つめていた視線を、彼の顔へと移す。ランプの黄色い光に照らされて、おそろしく蠱惑的に見えた。

「あの、望月さん……」

　耐えられず、沈黙を破る。性懲りもなく恋愛ムードのレベルを戻そうとしてしまった。

　すると彼は、手を滑らかに動かして指を絡めた。元のレベルに戻すことを阻んだのだ。

　彼から目が離せない。ドキドキしすぎてどうにかなってしまいそう。

　私が手にキュッと力を込めた瞬間、私の視界が暗くなった。その直後、唇に柔らかい感触が。

　彼の唇が、私の唇に重なっている。
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　これがキスだと気づいた途端、唇はすぐに離れていった。

　しかし、顔の距離はさほど変わらない。

　放心している私に、彼はふたたび唇を押し付けた。ただし今度は、強く。

「んぅっ……」

　さっきのマシュマロの味がわかるほどの濃厚なキスに驚いて、無意識に頼りない声を出した。

　首のあたりからゾクゾクとなにかが込み上げる感覚がする。そのなにかは甘い痺れになって私の全身を駆け巡った。

　翻弄されるばかりで上手に応えられないのがもどかしい。

　私はいつの間にか彼の腕にしがみついていて、そんな私を彼が包んでくれていた。

「かわいい反応。ほんと会社とプライベートでキャラが違うよな」

「そんなつもりは……」

「ないんだろうな。ただ恋愛慣れしてないだけでさ」

「望月さんのせいじゃないですか」

　ずっとあなただけが好きで、他の誰とも恋愛なんてしてこなかった。

　ムッと尖らせた唇に、また彼がキスをする。

「なぁ。今日はこのまま――」

　――ヴヴッ

　テーブルの上に置いていた私のスマートフォンが震え、光る。トークアプリがメッセージを受信したらしい。ポップアップ表示が出ている。

【もし杏菜さんがよければ、またお会いしませんか？】

　送り主は先週の結婚式で連絡先を交換した男性だ。

　ランプひとつで照明をまかなっているティピの中では、小さなディスプレイがやけに眩しい。私も望月さんも、条件反射で画面に目を向けた。

　その瞬間、甘く暖かいティピの中に、冷たくて重い空気が流れる。

「……なんだ。俺はキープかよ」

「え？」

　望月さんがなにか呟き、すっくと立ち上がる。

　彼がなにを言ったか、よく聞き取れなかった。

「デートのお誘いだぞ。早く返信した方がいいだろ」

　さっきまでの甘い声から一変、喉が潰れたように不機嫌な声だ。

　暗さと角度で顔が見えない。でも、笑っていないのはわかる。

「いえ。その必要は……」

「今日はもう帰るか」

　彼は食い気味にそう告げ、ティピを出ていってしまった。

　さっき言いかけた「今日はこのまま」はたぶん、「今日はこのまま朝まで一緒に過ごそう」というようなことを言おうとしていたのではないかと思う。

　そんな時に【またお会いしませんか？】とメッセージが来ているのを見たのだ。〝また〟なんて入っているものだから、私がこの人ともデートをしていると思われてしまったかもしれない。

　違うんです！　先週の結婚式で友人たちにお節介を焼かれて連絡先を交換しただけなんです！　メッセージだって、一日に一、二回、世間話程度のことしか話してません！

　……なんて本当のことを言ったところで、言い訳がましくなる。

　謝るのも違うと思う。だって私たちは付き合っているわけではない。お互いに別の相手とデートする権利がある。

　望月さんだって、もしかしたら私以外の人と……。

　想像すると泣きそうになった。

　ずっと好きなのに。今でもこんなに好きなのに。

　諦めることにも失敗して、進展させるのも全然うまくいかない。

　もうどうすればいいの……？

　バッグを持ってティピを出ると、彼はゴミをまとめ、帰る準備を整えてくれていた。

「忘れ物はないか？」

「はい」

　バーベキュー場を出て、最寄りの駅へ向かう。

　言葉が少ない。手も繋がない。

　望月さんから、はっきりと拒絶を感じる。告白して振られた時だって、こんなに壁を作られたことはなかったのに。

　これはお互いをジャッジするためのデート。

　ちょっとだけ進展の兆しが見えたけれど、きっと彼は私を不適格とみなした。

　やっぱり私じゃダメだった。二回デートができただけでも上々だ。

　……頭の中でそう繰り返して無理やりそう思おうとするが、ダメそうだ。彼と別れた瞬間に、きっと泣いてしまうだろう。

　隣を歩く彼を見上げる。清々しいほどの無表情だ。

　彼にとって、私を誘うつもりがなくなったのは、些細なことなのだろう。

〝婚活でカップル成立したけれど、うまくいかなかった〟

　私がどんなに悔いたところで、私たちの間に起きたことは、たったそれだけのことである。






　週が明け、数日経った。

　私と望月さんは、変わらず何事もなかったように仕事をしている。

　とはいえ私たちの間の空気がギスギスしているのはたしかで、近くにいる遠藤だけは、そのことに気づいている。

「主任。課長となんかあったんですか？」

　デート中、いい雰囲気だったのに他の男から連絡が来て、機嫌を損ねた。

　……なんて言えるはずがない。

　いくら婚活中であることを承知とはいえ、デートの最中に他の男の影が見えればいい気分ではいられないだろう。盛り上がった気持ちが冷めてしまうのも無理はない。

「ちょっと私がミスっただけ。じゃあ私、カフェ・タリカに行ってくるから」

「行ってらっしゃい。緋山社長によろしくお伝えください」

「はーい」

　腑に落ちない顔をしている遠藤に手を振り、ＢＳ４のオフィスを出る。望月さんは別のスタッフとまじめな顔でなにかを話していて、私の方などチラ見もしなかった。






　カフェ・タリカから「正式にＤ案を採用する」と、少し前に連絡を受けていた。ＦＰや税理士との話し合いに決着がついたそうで、改めてシステム導入フローの調整をするため、今日は私ひとりで本店を訪れている。

　調整だけなので、打ち合わせは早々に終了。出していただいたコーヒーもまだカップに半分ほど残っているので、私と緋山社長はビジネスモードを緩めて世間話に花を咲かせる。

「あ、そういえば。婚活の調子はどう？」

　急に婚活の話題を出されたので、私は飲んでいたコーヒーを吹き出しそうになった。今の今まで、美味しい釜飯屋の話をしていたはずなのだけれど。

「婚活はあんまり芳しくないですねぇ。結婚までの道のりは長そうです」

　なにせ、またパーティーに参加するところからなのだ。カップル成立してもうまくいくとは限らない。長期戦になるだろう。

「そんなに頑張らなくても、駒野さんさえよければ僕がもらうのに」

「お気持ちだけありがたく受け取っておきます」

「ちぇ～。駒野さんほど理想的な女性はいないんだけどなぁ」

　望月さんとの関係がうまくいかなくて傷心していたから、緋山社長の言葉が身に沁みる。

　ネガティブにばかり考えてしまいそうになるけれど、彼が承認欲求を解消してくれたおかげで、私にもきっと需要があると思えた。

「ねぇ、駒野さん」

「はい」

「こんなことを言うのは、ルール違反かもしれないけど」

　緋山社長はそう前置きして、背筋を伸ばし姿勢を整えた。

　つられて私の背筋も伸びる。

「うちに来ませんか？」

「え？　それはどういう……？」

「株式会社カフェ・タリカに転職しませんか、という意味です。ポストは開発部部長で」

「ぶ、ちょう……って……」

　私、主任になったばかりで課長ですらないのに。まさかこれは、ヘッドハンティング？

「前から伝えている通り、僕はカフェ・タリカをゆくゆくは全国チェーンにするつもりで拡大しています。でも、僕だけの力ではそろそろ限界なんです。あなたのように優秀なビジネスパーソンが……いや、違うな。優秀なビジネスパーソンである駒野さんが欲しい。僕のパートナーとして、一緒に経営の意思決定に関わってほしい。弊社に力を貸していただけませんか」

　約七年半仕事をしてきて、こんなことを言ってもらえたのは初めてだ。

　嬉しいけれど驚きすぎて、今は冷静に考えられない。

「あの……えっと。そう思ってくださるのは、本当に嬉しいんですけど……ＤＴＩを辞めることを、考えたことがなくて」

　狼狽している私を見て、緋山社長はいつものチャラっとした笑顔に戻った。

「びっくりさせてごめんね。返事は急がないから、一度前向きに考えてもらえないかな」

　前向きに……か。

　私はおそらくこれから先も、望月さんと同じところで働く限り、彼を好きでい続けるような気がする。でもＤＴＩを辞めてカフェ・タリカへ行けば、望月さんと顔を合わせる機会はほとんどゼロになる。

　そうなれば、自然と彼を諦められるのでは。

　私が読んだビジネス書の多くには、〝目標を達成するために、そうせざるを得ない環境に身を置け〟と書かれていた。それを恋愛に応用したって、バチは当たるまい。

　……それに。

『視野を広げろ。世界は広いぞ』

　いつかの彼の言葉を思い出す。私は広い世界を見てみるべきなのかもしれない。

「わかりました。検討してみます」

　彼を諦めるなら、婚活より転職の方が手っ取り早いかもしれない。

　目から鱗だったけれど、そういう選択肢もあるとわかって、少しだけ気が楽になった。

















第六章　三度目の応募












　十二月に突入した。望月さんとの二回目のデートから約半月が経っている。

　私たちは依然としてギスギスしており、進展もなければ元の上司と部下……言うなれば主人と従順な下僕のような関係にすら戻れていない。

　目に見える変化は、任される仕事の量だ。これまでは遠慮なくじゃんじゃん回ってきていたのに、手間のかからないものをたまに頼まれる程度になった。

　おかげで自分の仕事が進む。残業時間が減り、定時で帰れる日が増えた。

　しかしそれを不思議がる同僚はいない。なぜなら私が自分から〝婚活をするからあなたの仕事はできない〟と宣言したからだ。

　表向きは望月さんがそれを了承し、私の仕事量を減らしてくれているに過ぎない。私の婚活を、応援するために。

「林はやし、ちょっといいか？」

　望月さんがＢＳ４にいるもうひとりの主任を呼ぶ声が聞こえた。聞き耳を立てると、これまでなら迷わず私に回していた仕事の指示を出している。

　たまらない気持ちだ。仕事中なのに、泣いてしまいそう。

「はぁ……」

「主任、大丈夫ですか？」

　涙腺の痛みを散らすためについたため息が、隣の遠藤に聞こえてしまった。

「ごめん。なんでもない」

「最近ずっと様子がおかしいですよ。顔色もよくないし。やっぱり課長となにか――」

「休憩行ってくるね」

　詮索を逃れるため、私は立ち上がった。遠藤は不満げな顔をしたが、逃げるようにオフィスを出る。

　こんな逃げ方、〝なにかあった〟と認めているようなものだ。

　わかっていたけれど、笑顔で「なにもないよ」と言える自信がなかった。






　ＢＳ４のオフィスを出た私はラウンジへ向かった。

　先客はひとり。吉永だった。

「お疲れ」

　言いながら隣の椅子に座る。彼の表情は明るい。

「お疲れ。なんか久しぶりだな」

「そういえばそうだね。話すの一ヶ月ぶりくらいじゃない？」

「そんなに経つか」

　前に会ったのは、友人の結婚式の前、望月さんと二度目のデートの約束をした日だった。

　同じ会社の同じフロアでも、こんなに会わないことがあるのかと驚く。

「そういやさ、婚活はどうなの？」

「カップルが成立して二回デートした人がいるんだけど、以降音沙汰なし」

　もちろんその相手が望月さんだとは言わない。

　吉永は片眉を上げ、気のない相槌を打つ。

「ふーん。意外と難航してんだな」

「まぁ、まだひとり目だし、こんなもんかなって。あとは……クライアントの社長に気に入られてて、いろんな意味で口説かれてるんだ。冗談半分だとは思うけど、腐らず頑張るよ」

「成長企業の経営者が美人で有能な駒野を欲しがるのはわかる気がする」

「褒めても苦いチョコしか出ないよ？」

「ちぇ。食うけど」

　気のおけない同期とケラケラ笑って、落ち込んでいた気分が少し浮上した。

　仕事は頑張った分だけ成果が出るし、周囲には助け合える仲間がいる。

　かたや恋愛は孤独で理不尽な戦いだ。自分ひとりで挑まなければならないし、頑張ったからといって必ず成就するとは限らない。

　バリキャリと呼ばれる女性たちが恋愛よりも仕事に傾倒するのは、恋愛のコスパが悪すぎるからだろう。

　恋は努力を裏切るが、キャリアは裏切らない。

「吉永はどうなの？　結婚を考えてる彼女とは、変わらず順調？」

　私が尋ねると、吉永は顔を強張らせて肩をすぼめた。

「あのさ。そのことでちょっと、知恵を借りたいんだけど」

「知恵？」

「今度のクリスマスに、プロポーズしようと思って」

　おお～！　ついにプロポーズ！　と叫びそうになったのを、耐える。

　吉永はＤＴＩ女子のプリンス。彼女ができたと知られた時にも一時的な吉永ロスを巻き起こしたのに、年末で忙しくなるこの時期にふたたびロスを起こすわけにはいかない。

「プロポーズの時ってさ、やっぱ指輪が必要だよな？」

　彼によると、指輪を準備するつもりでブライダルジュエリーの店に行ってみたけれど、デザインの他に材質やダイヤの大きさ、質、カットの種類などを選ばなければならず、頭がパンクしたのでいったん断念したらしい。

　そのうえエンゲージリングは注文から完成まで二ヶ月かかるそうで、これから注文したところで間に合わない。

「あー、知らないとそうなるよね」

　訳知り顔をしてみるが、私も独身だし、既婚の友人たちからなんとなく聞いていただけなのだけれど。

「俺はその場で買って帰れるとばかり思ってた」

「もちろん買って帰れるエンゲージリングもあるけど……私は正直、デザインも材質もダイヤも、自分で選ばせてほしい派」

　賛否両論あるけれど、私は自分好みの指輪を自分で選びたい。

　エンゲージリングはそれなりのお値段がするし、身につけるのは自分だ。

　恋人が自分のために一生懸命選んでくれるのは嬉しい。けれど、相手が選んだものが気に入らなくても喜ばないわけにはいかないし、「好みのものがよかったのに」というモヤモヤを抱えたまま結婚するのは嫌だ。

　という話をすると、吉永は余計に困った顔をした。

「え、そんな派閥があるの？　俺の彼女どっちだろ……あああああもうどうすりゃいいんだよ……」

　顔よし頭よしでイージーに王子さま人生を歩んできた吉永が、ここまで悩んでいる姿はレアだ。それほど真剣に彼女を幸せにしようとしているのだろう。

「余計に悩ませてごめん。最近はプロポーズリングっていうのもあるよ。プロポーズの演出用の、仮の指輪」

「それいいじゃん！」

　好きな人と幸せになるため、好きな人を幸せにするため、好きな人に喜んでもらうため、好きな人を喜ばせて自分が喜ぶため、一生懸命調べたり考えたりする姿はなんて尊いのだろう。

　私もいつかそんな風に愛してくれる人に恵まれるだろうか。

　長いこと報われない片想いをしてきたから、これからは愛されて生きたい。

「ちなみに、駒野はどんな風にプロポーズされたい？」

「あんたが私にそれを聞くの？」

「別にいいだろ。参考までに」

　彼に私の願望を語るのは恥ずかしいけれど、それが彼の恋人を喜ばせる手伝いになるのならひと肌脱ごう。

「私は夜景の見えるレストランとかじゃなくて、日常のどこかでしてほしいかな。指輪の代わりに花でももらえたら嬉しい」

「ふーん。意外と素朴な趣味なんだな」

「意外かな？」

　もっと若い頃なら、いろいろ欲や希望が出てきたかもしれない。今はもう、私を幸せにしようと思ってくれる気持ちだけで十分だ。指輪は、自分で選びたいけれど。

「なぁ、杏菜」

「あれ、久しぶりに名前で呼んだね」

「俺ら、全然うまくいかなかったけど……杏菜と付き合ったこと、後悔してないよ」

　突然過去のことを持ち出されて、思考が一時停止した。周囲に誰もいないことを確かめ安堵する。

　私と吉永は、新入社員の頃に半年間だけ付き合っていた。

　遠藤が聞いたという噂はガセではない。秘密にしていたはずなのだが、いったいどこから漏れたのだろう。

　私たちは友人として気が合ったので、なりゆきで付き合うことになったのだけれど、恋人としてはてんでダメだった。

　食の趣味やふたりで行きたい場所、恋人としての過ごし方などについて、まったく気が合わなかったのだ。そのせいで、デートをするたびにどんどん険悪になっていった。

　それでも。

「私も孝太郎とのこと、後悔なんかしてない」

　恋をして、それが終わった。痛手を負ったけれど、その分成長もした。

　直後はさすがに気まずかったけれど、今はＤＴＩという会社で勇往邁進する同志として、誰よりもお互いを認め、励まし合っている。

「ちゃんと幸せになれよ。妥協したり諦めたりすんな」

「ありがとう。背筋伸びた。婚活、頑張るね」

　私たちは互いの健闘を祈り、ペットボトルで乾杯。

　常温の水が乾燥した喉と心にスッと浸みた。






　先に休憩を終えＢＳ２のオフィスへと戻る吉永を見送ったあと、ジャケットのポケットに入れていたスマートフォンを取り出した。

　少し前にフロールから届いていたメールからサイトにアクセスして、直近で参加できそうな婚活パーティーに参加を申し込む。

【参加を受け付けました】

　画面にそう表示された瞬間、望月さんとティピの中でキスをした時のことが頭をよぎった。記憶を追い出すように深く息を吐く。

　そもそも私は、望月さんを諦めるために婚活を始めたのだ。

　望月さん以外にも素敵な人がいる。それを知るために、私には新たな出会いが必要だ。

　友人の結婚式で出会った男性たちとは、もう誰とも連絡を取り合っていない。悪いタイミングでメッセージをくれた人のお誘いも、適当な理由をつけてお断りした。

　新たな出会いを得られるという点では、緋山社長の誘いを受け、カフェ・タリカに転職するのも悪くない。環境が変われば、必然的に出会いもある。

「システム導入がひと段落したら、真剣に検討しようかな……」

　ＤＴＩには、望月さんとの思い出が多すぎる。






　翌週の半ば。カフェ・タリカ日比谷本店にて。

　私たちは今、予定より約一ヶ月遅れて、カフェ・タリカとの本契約締結を行っている。

　契約書を読み上げ、認識に齟齬がないよう確認をし合ってサインをもらうだけなのだが、大きなお金が関わる契約なので、しっかり時間をかけて慎重に進めていく。

　カフェ・タリカ側は珍しくスーツを着用した緋山社長と顧問弁護士の男性。ＤＴＩ側は望月さんと遠藤、そして私。カカオのようなコクのあるタイプのゲイシャコーヒーをいただきながら、締結は滞りなく済んだ。

　システムの開発はもうほとんど終わっている。予定通り年内にはここ本店へ設備を導入できそうだ。それから数日研修をして、年明け前後からこの本店でのみ試験運用を開始。問題がなければ全店舗での導入を進め、本格運用を始める段取りだ。

「今後ともよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　緋山社長と望月さんが握手を交わし、無事に締結は完了。

　今日はここでお暇しましょうか、という時。

「駒野さん。例の件で、ちょっと」

　緋山社長が、不敵な笑みをたたえて手招きをした。

　例の件、つまり転職の件だ。私が気まずくならないよう、望月さんと遠藤にはわからないように言ってくれたのだろう。

「例の件？」

　望月さんが眉間を狭めて尋ねる。

「えっと……」

「いえ、ご心配なさらず。プライベートなことです」

　私が答える前に緋山社長が口を開いた。その瞬間、望月さんと緋山社長の間に漂う空気が張り詰める。……まただ。

「そうですか」

　望月さんの声が「今日はもう帰るか」と告げた時と同じトーンで、私の胸が反射的にツンと痛む。緋山社長が〝プライベートなこと〟と言ったから、不謹慎だと思われたのかもしれない。

　望月さんと遠藤の視線が私に刺さる。

「ふたりは先に駅に向かってください。少しだけ社長とお話をして、私もすぐに追いかけます」

　私がそう言うと、彼らはしぶしぶといった感じで先にこの場をあとにした。そのあと顧問弁護士もひと言ふた言交わし、去る。

　このフロアには他にお客さんがおらず、私たちだけだった。三人が去ったことで静かになり、ＢＧＭがやけに響く。

「きみの上司は嫉妬深いようだね」

「え？」

「まあいいよ。手短に話そう」

　彼に促され、私たちはふたたび着席。緋山社長は書類ケースの中からＡ４の紙を取り出し、私へと差し出した。

　雇用条件が印字されている。余白にはなにやら手書きで書き込みも。

「とりあえず、暫定の条件。福利厚生はＤＴＩに及ばないかもしれないけど、業績次第で給料の伸びしろはある。条件についてはいつでも相談に乗るよ。ここに手書きしたのは、僕のトークアプリのＩＤ。この件は、会社のメルアドじゃ話しにくいだろうから」

「お気遣いありがとうございます」

「どうか前向きにご検討ください」

　私は紙を四つ折りにして、バッグのファスナーがついている部分に収めた。他の書類に紛れて、同僚に見られたりしてはいけない。






　急ぎ足で日比谷駅に向かった。改札を抜けてホームに入ると、わかりやすいところに望月さんと遠藤がいた。

「あ、主任。追いつきましたね」

「うん。大した話じゃなかったから」

　遠藤は笑っているが、望月さんは真顔だ。

　このタイミングで列車が到着。三人で乗り込み、各々空いた座席へ。私と望月さんは隣同士に、遠藤は向かい側のシートに座る。

　列車は間もなく発車した。

「緋山社長に口説かれてんの？」

　望月さんがなんてことないように問う。緋山社長が私になにを提案したのか、察しているのかもしれない。

「ええ、まあ。条件がいいので、検討する価値はあると思っています」

「……そうか。まぁ、おまえの人生だしな」

　私にキスをした唇が、私を見捨てるような言葉を紡ぐ。

　以降、会社の最寄り駅に到着するまで、私たちはひと言も言葉を交わさなかった。






　数日後、定時前。

「駒野」

　今日は朝から外出したり戻ってすぐに打ち合わせに出たりと、バタバタしていた望月さんに呼ばれ、私は席を立った。

「はい。どうしました？」

「これから急きょ部課長会議が入ったんだ。フィードバックの確認を頼めないかな。ケアが必要な案件だけ報告してほしい」

　久しぶりに私に仕事が回ってきた。私はいつものように「わかりました」と答えそうになったのをこらえ、歯を食いしばる。

「すみません。今日はこのあと婚活なんです。林さんに回してくれませんか」

　望月さんの眉がピクリと動いた。座っている彼と、数秒間のにらめっこ。

　先に視線を外したのは彼の方だった。ふぅ、と短く息を吐き、いつもより強い力でノートＰＣを閉じた。

「駒野……ちょっと来い」

　彼はそう言って立ち上がり、私の手首を掴んで歩きだす。

「ちょっ……！」

　課長が険しい顔で女性部下の手首を引っ張り、ズンズン歩く。異様な光景に、課のメンバーが何事かと視線をよこした。

　私たちはそのままＢＳ４のオフィスを出て、このフロアにある狭いミーティングルームに入った。入ったというより、放り込まれたと表現する方が正しいかもしれない。

　望月さんは乱暴にドアを閉め、鍵をかけ、それから照明を点けた。

　私は照明のスイッチのある壁際に追い込まれている……というより、彼の長い腕に囲まれている。

　ドン、という音こそしなかったが、いわゆる壁ドンという状態だ。

　部屋の照明の逆光になっている望月さんに見下ろされている。わけがわからない。こんなに接近したのはティピ以来だ。いろんな意味でドキドキする。

「あの、望月さん？」

「俺のどこが気に入らなかったか、説明してくれ」

「……は？」

　いったいなにを言っているのだろう。わけがわからない。

　あなたに気に入らないところなんて、あるわけないのに。

「おまえは男を品定めしてサクサク次に行けるタイプなんだろうけどな、あいにく俺は一途で引きずるタイプなんだよ」

　品定め？　サクサク次に行ける？　意味不明だ。

「望月さん、マジでなに言ってるんですか？」

　会話が噛み合わないことに彼も苛立っているのか、壁についた手を握る。そして長い付き合いの中で見たことがないほど、余裕のない顔で声を張り上げた。

「俺は駒野が好きなままだから、せめて振ってから次に行けって言ってんだ！」

　彼の出した声がミーティングルームに響き、すぐにしんと静まる。

「……へ？」

　彼は今、たしかに言った。「駒野が好き」だと。

　聞き間違いだとは思いたくない。私の六年越しの恋が叶ったのだ。

「俺に可能性がないなら、はっきりそう言ってくれ。そうでないと諦めがつかない」

　眉をハの字に寄せ、泣きそうな顔をしている。彼のこんな顔も、見るのは初めてだ。

　混乱してなにも言えない私の肩に、彼の頭が載る。

　この人を逃したくない。

　その想いだけはたしかで、私は無意識のうちに彼の背に腕を回した。応えるように、彼の長い腕も私の背に回る。

「望月さん。私のこと、好きなんですか？」

　確信を得たくてそう尋ねると、彼はふてくされたように答える。

「だからそう言ってるだろ」

「初耳なんですけど」

「……そうだな。言ってなかった……」
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　嬉しくて恥ずかしくて、腕に力が入る。

　彼は背が高いから細身に見えていたけれど、抱きしめてみると意外とがっしりしていることがわかって、私は途端にたまらなくなった。

　しかもなんだか、いい匂いがする。

「私、また望月さんに振られたんだと思ってました」

「はぁ？　なんで？」

　彼が肩から顔を上げる。近い。

「だって先月のデート以来、ずっと素っ気ないんだもん」

　もう可能性がないだろうと思っていたのは私の方だ。諦めをつけるために、今日のパーティーに応募した。

「それは……ごめん。駒野にとって俺がただのキープだとわかって……恥ずかしい話、拗ねてたんだ」

「キープ？　私が望月さんを？」

「他の男とも同時進行してただろ。婚活はそういうものだとわかってたけど、駒野も俺だけだろうと勝手に期待してたからショックで……俺ほんとカッコ悪いな」

　他の男とは、ティピの中にいる時にメッセージをくれた人のことを言っているのだろう。たしかにあの内容はそう捉えられてもおかしくないものだった。でも。

「誤解です。あの日メッセージをくれたのは、先月の結婚式で友人に無理やり連絡先を交換させられた人です。もう連絡は取り合っていません」

「そうなの？」

「そもそも私にキープなんて真似、できるわけないじゃないですか」

　長らく報われない片想いに身を焦がしていたせいで、この年齢にしては恋愛経験に乏しい、モテない女なのだから。

　彼は納得がいかないのか、不満げな顔のままだ。

「できるさ。おまえはいつもとびきり綺麗でかわいい。仕事もできるし、性格もいい。見る目のある男は誰だっておまえに興味を持つ」

「なっ……！」

　彼に褒められることに慣れていない私は、次々と賞賛の言葉を投げられて赤面した。

　少しでも綺麗になろうと努力した。彼に認めてほしくて仕事を頑張った。自分の性格がいいとは思ったことがないけれど、振られても卑屈にならないよう毅然と振る舞った。自分自身と、彼のために。

　私の努力はちゃんと報われていたのだ。それが嬉しくて誇らしい。

「緋山社長だってそうだ。だからおまえを口説いてる」

　先日電車で彼とそのような話をしたが、望月さんは恋愛的な意味で言っていたらしい。

「それは、そういう意味じゃありません。転職的な意味です」

　私は慌てて訂正したけれど、彼はかえって困惑の表情を浮かべた。

「え、それはそれで困るんだけど！　ＤＴＩ辞めないよな？」

「それはこれから検討するつもりです」

　こんなに毎日一緒にいるのに、私たちには誤解が多すぎる。

　会社員の基本は〝報・連・相〟。仕事では密にコミュニケーションを取り、ミスやトラブルの発生リスクを最大限に抑え、円滑に進むよう日々尽力している。

　それなのに私たちときたら、恋愛においてはそれを怠り、お互いの顔色をうかがって腹を探り合うばかりだった。結果、誤解と齟齬のオンパレード。

　こんなことでうまくいくわけがない。

　もちろん仕事と恋愛は違う。いつも気持ちをあけすけに表明するのがベストであるとは限らない。秘めることで育まれるものや、すれ違うことで生まれるドラマだってある。

　だけど今は、ちゃんと気持ちを伝えるべき時だろう。

　せっかく叶った恋を、しっかりこの手で掴むために。

「望月さんが好きです。大好きです。振られてからもずっと諦められませんでした」

　ずっと胸の中で大切にしてきた気持ちを、丁寧に打ち明ける。こんなに満たされた気持ちで想いを告げるのは、三回目にして初めてだ。

「俺も好きだよ。諦めないでくれてよかった。結婚を前提に、付き合ってくれる？」

「もちろん。よろしくお願いします」

　私たちはふふふと笑い、喜びと安堵を噛み締めもう一度抱き合う。それからキスを……というところで私は我に返り、彼の顎に触れて制止した。

「ダメ。望月さん、これから会議なんでしょ？　リップがうつっちゃう」

　私は今日、ブラウン系の濃い口紅の上にラメの入ったグロスを塗っている。それが彼の口周りについてしまったら、ティッシュで拭いたくらいでは落としきれない。

　彼は恨めしげに私を見て顎を押さえた手を掴み、指に唇を押し付けた。チュッと音を立てて離れていく。その刺激が全身を甘く駆け巡り、妙に悩ましい気持ちになった。

「とにかく、今日の婚活は今すぐキャンセル。仕事回すから、残業しながら俺の会議が終わるのを持ってろ。わかったな？」

　彼は焦れた顔でそう告げ、腕時計を見て「やべ」と呟き、足早にミーティングルームから出ていった。

　ひとりになって部屋が静まると、自分の鼓動が大音量で響いていることに気づく。

　――ドッドッドッドッドッ……

　私、こんなにドキドキしてたんだ。顔もまだ熱い。

「こんなんじゃしばらくオフィスに戻れないよ……」

　私は壁から離れ、力なく部屋の椅子に腰を下ろした。そして鼓動と赤面が落ち着くまで、恋が成就した幸福を存分に味わった。






　この日の夜、彼と私がとびきり甘い夜を過ごしたのは、言うまでもない。

















第七章　初めての花束












　私が初めて告白した時、望月さんには恋人がいた。

　私のことはただの後輩としか見ていなかった。当時私がまだ二十代前半だったこともあり、彼には子供っぽく見えていたのだという。

　二回目に告白した時、彼はくだんの恋人とは別れていた。けれど課長に昇進したばかりで、部下と恋愛なんかしている場合ではなかった。

　とはいえ「タイプじゃない」と言ったのは素直な気持ちだったそうで、その時もまた、恋愛の相手として私はまったく眼中になかったのだとか。

　しかし、「タイプじゃない」と言われたことが悔しくて、私は変わった。

　仕事に対するモチベーションの変化。急激な美意識の向上。アラサーと呼ばれる年頃になったことで服の趣味も変わり、だんだん今の私になった。

　彼のタイプがどんな女性なのかは知らない。なんなら今の仕事スタイルも特に彼の好みではないそうだけれど、私の〝変貌〟が彼の関心を引いた……らしい。

「急に大人びて、しかも綺麗になった。おまえをそうさせた誰かが他にいるんだろうと思ったんだ。それが悔しくてたまらなかった」

　私を好きだと気づいた頃には二度目の告白から一年が経過していて、〝二度も振っておいて、今さら好きになったとは言えない〟と思っていたそうだ。

　私は私で〝彼が私を好きになることはないだろう〟と思っていたので、彼がそんな風に考えていたなんて気づきもしなかった。

「すごく遠回りしたなぁ。私、望月さんを諦めるために婚活を始めたのに」

　私がそう言うと、彼は許しを請うように私を抱き寄せ、むき出しの肩にキスをした。

「俺はおまえを追いかけるためだけに婚活を始めたけどな」

「え、どういうこと？」

「いきなり婚活するって言われて焦ったんだ。俺がうかうかしてる間に誰かと結婚されたら嫌だったから」

　いつもより少し早く仕事を終え、会社から徒歩十分ほどのところにある彼の自宅へ帰るなりベッドへ飛び込み、睦み合ったあとのこと。

　私が「いつから私のことを好きだったの？」と聞いてみたところから話が始まったのだが、明かされる真実に驚かされてばかりである。

「駒野が俺を好きだったのは過去のことだし、年齢的にも、三十代後半に差し掛かった自分はおじさんだと思われてもおかしくない」

　などと考えて、弱気になっていたようだ。

　加えて、上司と部下という関係上、正面からアタックするにはリスクもある。部下が上司にアタックするのと、上司が部下にアタックするのとでは、当然後者の方が仕事に差し障りやすい。

　そこで彼は、遠回りにはなるが、私と同じ婚活パーティーに参加することでライトかつ堂々とアタックできる場を確保することにした。

「じゃあ、望月さんがあのシークレットパーティーに参加したのは、偶然じゃないってこと？」

「そうだよ。駒野から聞いた情報から主催者は簡単に割り出せたしな。あの女社長に自分から事情を全部話して、ちょっと協力してもらったんだ」

　私がフロールのパーティーに参加していることを突き止めた彼は、まずは適当なパーティーに参加。そこで自分からシークレットパーティーに参加したいと立候補した。

　望月さんなら杉山さんのお眼鏡に適わないはずがない。参加者は女性の方が多かったし、断る理由もなかっただろう。

　つまり杉山さんは、私たちが両想いであることを知ったうえで、進展のきっかけを与えるためにパーティーで遭遇させたのだ。

「もし私が別の人とカップル成立してたらどうするつもりだったの？」

「そんなの関係なく、理由をこじつけてデートに誘うつもりだったさ。パーティーに参加したのは、駒野を口説くきっかけと口実にしたかっただけだし」

「呆れた……。そんな小細工しなくたって、会社で普通に誘ってくれたら飛び上がって喜んだのに」

「仕方ないだろ。両想いだなんて、思ってもみなかったんだから」

　望月さんは仕事の効率にうるさいし、余計な労力をかけるのを嫌うタイプだ。だから、まさか恋愛においてこんなにも手間をかけ、遠回りに攻めるタイプだとは思わなかった。

「私も、婚活を始める前にもう一回くらい告白しておけばよかった」

「そうしてくれてたら、俺こそ飛び上がって喜んだよ」

　あれこれ無駄なことをして、私たちはなんて滑稽なのだろう。

　……こんなの、今こうして結ばれているから言えることだけれど。

　長い片想いも、遠回りも、初々しいデートも、すれ違った時の涙も、すべて。

　私たちがこれから何十年と一緒に過ごすための礎になると信じたい。






　十二月二十四日、午後。

　私は我が社のテクニカルスタッフおよび懇意にしている電気工事会社のスタッフとともに、カフェ・タリカ本店に来ている。いよいよシステムが導入されたのだ。

　配線関係の工事は事前に済ませているし、メインのＰＣはスタッフルーム内に置く。店内での作業はレジカウンターにタブレットを配置するだけなので、ほとんどカフェ営業の邪魔をすることなく機器を設置することができた。

　これから年末までは機械やシステムに慣れてもらい、年始から二ヶ月弱の試運転と微調整を経て、来年の春までには全店舗でのシステム本格運用を開始する。

「おお～。ここまで自動的にまとめてくれると本当に助かるね。レジも楽になるし、ありがたい」

　緋山社長の言葉に、私は満足を覚えた。

「ありがとうございます。提案した甲斐がありました」

　本格運用が始まれば、レジや在庫管理など全スタッフの仕事が大きく変化する。最初のうちは使い慣れなくて不便に感じるだろうし、エラーが起こった時の対応がわからず不安になることもあるだろう。そこは私たちＤＴＩがしっかりサポートさせていただく。

「これで駒野さんがうちに来てくれたら、完璧なんだけどなぁ」

「その節はすみません。でも誘っていただけたことは、とても嬉しかったです」

　少し前のことだが、私は緋山社長のお誘いをお断りした。

　待遇もいいし、仕事もおもしろそうだとは思ったのだけれど、ＤＴＩへの愛社精神が勝ったのだ。それに、まだまだ望月さんのもとで頑張りたい。

「望月課長とケンカしたら、いつでも僕のところに来てくれていいからね」

　緋山社長はそう言って、不敵に右の口角を上げる。

「それは、どういう……？」

　唐突に恋人の名前を出されて、私はわかりやすく動揺した。緋山社長はおかしそうに笑う。

「見てればわかるよ。きみたち、うまくいったんでしょ？」

「えっ？　その、うまくというか、なんというか」

　ここまで大人になれば恋愛していることを当然のように振る舞えると思っていたのに、三十近くになっても人にからかわれれば面映ゆいものらしい。その相手がクライアントの社長なのだから、なおさら。

「お幸せにね。またふたりでコーヒー飲みにおいで」

「ありがとうございます。うかがいます」

　照れくさいけれど、好きな人との幸福を応援してくれる言葉はありがたい。

　それにしても、緋山社長ですら「見てればわかる」と言うくらいだから、もしかして会社のみんなにもバレているのだろうか。今のところ、私たちが付き合っていることを公言したりはしていないのだが。

　遠藤や他の同僚たちの顔を思い浮かべていると、緋山社長がおどけて尋ねてきた。

「ところで今夜はクリスマスイブだけど、彼と素敵な予定があるのかな？」

　痛いところを突かれた私の頬が硬直する。

「ええ。今年も素敵に残業ですよ。年末進行で多忙なので」

　残念ながら、これは事実だ。今日のカフェ・タリカのシステム導入が大詰めだったり、他の顧客の年末のフォローがあったりして、今週に入ってからはお互いにほぼ深夜退勤だった。

　令和になって天皇誕生日が変わってしまったため、代わりに二十三日の祝日を利用してクリスマスデート、なんてこともできず……。

「あらら。でもまぁ、毎日会えるんだもんね。約束なんてなくたってさ」

「そうですね。顔は見飽きていますよ。お互いに」

　プライベートでの顔は、まだまだ見たいというのが本音だけれど。






　カフェ・タリカでの仕事を終えてＤＴＩの本社ビルに帰り着いた頃、時刻は午後七時を過ぎていた。

　今日はクリスマスイブだ。私のような社畜はともかく、社内でも今日は早めに退勤して楽しもうという雰囲気はある。家族や恋人がいる従業員は今日に合わせて仕事を調整していた。今日をテレワークにした人は、過去最高に多かったのではないだろうか。遠藤も、今日は自分がメインで担当しているクライアントのフォローが終わり次第、彼女のもとへ行く予定だと言っていた。

　さて、誰が残っているのやら。

「戻りました～」

　言いながらＢＳ４のオフィスに入ると、もう望月さんしかいなかった。

「おう、お疲れ」

　彼はものすごいスピードでノートＰＣのキーボードを打っていて、チラッとこちらを見たけれど、すぐに視線を画面へと戻した。

「え、残ってるの、望月さんだけですか？」

「ああ。今年はみんな早かった。例年あとふたりくらいはいるのにな」

「私たちだけが毎年のレギュラーメンバーですね」

　軽口を叩き合い、笑う。私はバッグを置いてコートを脱ぎ、自分の体温で温まったそれを自分の脚に巻きつけるようにして椅子に座る。

　冬でもパンプスが履ける寒さに強い足をしているとはいえ、さすがに冷えた。少し温まるまで、こうしていよう。

　脚を擦り合わせながらノートＰＣを取り出し、スリープを解除。ネットワークに繋いでイントラを立ち上げる。

「まだ残るのか？」

　望月さんが変わらぬスピードでキーボードを打ちながら問う。私もＰＣを操作しながら答える。

「付き合って初めてのクリスマスなのに、彼氏がデートにも誘ってくれないんで、残業します」

　というのはもちろん冗談だけれど、することがあるので残業はする。カフェ・タリカの進捗について報告や情報の登録をしなければならないし、別のクライアントからも問い合わせが何件か来ている。今日中に回答しておきたい。

「そんな甲斐性のない男とはさっさと別れろ。趣味が悪いぞ」

「嫌ですよ。六年かけてやっと落とせたのに」

　会話を続けながらカチャカチャ文字を打つ。ふと彼のタイプ音がしなくなっていることに気づき、顔を上げた。

「なんですか？」

　望月さんが、私をじっと見つめている。

「あのさ」

　そこで言葉を区切って、立ち上がる。デスクの下の引き出しからなにやら黒い紙袋を取り出し、私の方へ。紙袋には平たい丸型の黒い箱が入っていた。

　彼は片膝をつき、私より目線を低くしてその箱を手渡してきた。両手にちょうど載る、直径十五センチほどの大きさだ。

「クリスマスプレゼント？　用意してくれたの？」

「ちょっと違う。開けてみて」

　実は私もプレゼントを準備しているのだけれど、交換という雰囲気ではない。

　私は彼に言われるがまま、丸箱をひざに載せてそっとふたを持ち上げた。

「わぁ……綺麗……」

　丸箱の中には、赤いバラのプリザーブドフラワーがぎっしりと詰まっていた。精油を染み込ませているのか、いい香りがする。

「俺、花を買ったのは生まれて初めてだよ」

「嬉しい。ありがとう」

　バラの美しさと心地よいアロマ、そして彼の真心。初めてのクリスマスなのにデートすらできないとささくれていた心に、喜びが湧いて満たされていく。

「知ってるか？　バラってさ、本数によって花言葉が違うんだって」

「へぇ、そうなんだ。知らなかった」

「これはいわゆるダズンローズ。つまり十二本」

「花言葉は？」

　私が尋ねると、彼はまじめな顔で私の手に彼のそれを重ねた。

「〝私の妻になってください〟」

　私たちが恋人同士になってから、まだ約二週間だ。婚活がきっかけだったとはいえ、なんて早いプロポーズ。

　だけどなんの迷いも不安もない。

　私たちはもう何年も、毎日共に過ごしてきたのだから。

「はい。喜んでお受けします」

　告げた瞬間、視界が歪んだ。瞬きをすると頬に熱いものが流れ、視界がクリアになる。

　これまでの人生で感じたことがないほど甘い幸福が体中を包み、心から溶け出した喜びが目からポロポロと溢れていく。

　嬉しい。すごく嬉しい。私、これからずっと、この人と一緒に生きていけるんだ。

「なんか俺、ガラにもない言葉を言いたくなった」

「なに？」

「杏菜、愛してる」

　――私も。

　私がそう返す前に、強く抱き合いキスをする。

　ここがオフィスであることや今日も濃い色のリップを塗っていることは、あと数分だけ忘れることにした。






　このあと彼はうつってしまったリップを落とすのに一苦労するのだけれど、口周りに紅を付けた彼もセクシーだと思ったことは、私だけの胸にしまっておこうと思う。







了










著者紹介




坂井　志緒（さかい・しお）


九州出身、東京都在住。２０１３年「無口な彼が残業する理由」でデビュー。３週間に１度のネイルサロンと、美味しいものを食べるのが生き甲斐。

代表作：『イガリとキスギは素直になれない』『遊びの恋をいたしましょう』








Copyright © 2020 Sakai Shio All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章　初めての婚活パーティー



		第二章　初めてのカップル成立



		第三章　初めてのデート



		第四章　二度目のお誘い



		第五章　二度目のデート



		第六章　三度目の応募



		第七章　初めての花束





















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg
///U/M/////M//%!/ ‘

o /\ y,
////N/W///W///%M//// e

R
\ \
\ X
Q NN
L /
N
QA \ / N X /////// /
NS N\ ///// \
Q NN X
\ N
NN X NN N\
N // N

\

\ N \
N IR

\ \ W \





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





